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９
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昨
年
11
月
12
日
、
ザ
・
リ

ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
に
100
人

を
超
え
る
龍
谷
大
学
出
身
の

企
業
経
営
者
が
一
同
に
集
ま

っ
た
。
龍
谷
大
学
エ
ク
ス
テ

　
龍
谷
大
学
創
立
３
７
０
周

年
記
念
事
業
の
目
玉
の
ひ
と

つ
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た

「
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が

４
月
５
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｒレ
ッ
ク
Ｅ
Ｃ
）

で
は
、
一
昨
年
か
ら
本
学
出

身
の
企
業
経
営
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
動
き
に
校
友
会
が

賛
同
し
、
Ｒ
Ｅ
Ｃ
と
共
同
で

人
材
情
報
（
経
営
者
層
を
中

心
に
１
２
０
０
人
分
＝
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
）
を
整
理
す

る
な
ど
、
積
極
的
な
支
援
体

制
を
整
え
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
Ｒ
Ｅ
Ｃ
の

ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、
校
友
経

営
者
数
人
が
幹
事
役
と
し
て

参
画
す
る
こ
と
で
今
回
の
企

画
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
校
友
企
業
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
異
業
種

交
流
に
よ
る
校
友
企
業
活
性

化
に
向
け
、
さ
ら
に
は
超
就

職
氷
河
期
に
あ
え
ぐ
学
生
の

支
援
に
繋
が
っ
て
い
く
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
初
の
試
み
で
あ
る
「
龍
谷

大
学
経
営
者
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
は
３
部
構
成
と

な
っ
た
。
１
部
で
長
谷
川
裕

一
さ
ん
（
63
年
文
卒
＝
日
本

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
連

合
会
会
長
、
は
せ
が
わ
代
表

取
締
役
会
長
）
の
基
調
講
演
、

２
部
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
異
業
種
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
期
待
」
。
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
内
村
昭
さ
ん

（
75
年
営
卒
＝
池
田
泉
州
銀

行
常
務
取
締
役
）
、
横
井
昭

さ
ん
（
76
年
営
卒
＝
横
井
定

代
表
取
締
役
）
、
阪
口
新
太

郎
さ
ん
（
76
年
営
卒
＝
大
阪

金
属
代
表
取
締
役
）
、
坂
本

晋
一
さ
ん
（
82
年
営
卒
＝
三

共
鉄
工
所
代
表
取
締
役
）
の

４
人
の
校
友
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
佐
藤
研
司
教
授

（
経
営
学
部
長
・
Ｒ
Ｅ
Ｃ
顧

問
）
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ま
と
め
と
し

て
、
企
業
連
携
は
自
社
の
強

味
を
さ
ら
に
生
か
す
た
め
の

パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
で
あ
り
、

企
業
活
動
の
継
続
拡
大
に
は
、

経
営
者
の
自
律
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
自
覚
が
必
要

だ
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
３
部
は
懇
親
交
流
会
。
会

場
で
は
随
所
で
名
刺
交
換
が

行
わ
れ
、
学
部
や
年
齢
を
こ

え
て
校
友
経
営
者
た
ち
が
懇

談
し
、
龍
谷
大
学
で
〝
同
じ

釜
の
飯
を
食
べ
た
同
士
〞
の

強
い
絆
を
実
感
さ
せ
る
光
景

が
見
ら
れ
た
。

　
当
初
、
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
参
加
定
員
は
50
人
で
あ
っ

た
が
、
す
ぐ
に
定
員
は
オ
ー

バ
ー
し
、
早
々
に
締
め
切
ら

れ
た
。
閉
会
宣
言
の
あ
と
も
、

参
加
者
の
大
半
が
残
っ
て
語

り
合
う
な
ど
、
い
か
に
こ
の

会
合
へ
の
期
待
が
高
か
っ
た

か
を
物
語
る
。

　
「
年
に
数
回
開
い
て
ほ
し

い
」
「
懇
親
会
を
も
っ
と
長

時
間
に
」
「
母
校
の
知
名
度

を
我
々
Ｏ
Ｂ
が
も
っ
と
高
め

た
い
」「
単
な
る
名
刺
交
換

会
で
終
わ
ら
せ
て
ほ
し
く
な

い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

約
10
人
の
現
役
学
生
も
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、

学
長
を
は
じ
め
大
学
関
係
者

や
校
友
会
役
員
も
含
む
120
人

以
上
の
会
と
な
っ
た
。

　
次
回
は
今
秋
の
開
催
に
向

け
て
、新
た
な
校
友
幹
事
と
Ｒ

Ｅ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
、着
々

と
企
画
さ
れ
て
い
る
。今
回
の

会
合
に
あ
た
って
は
約
150
社
の

校
友
企
業
が
名
を
連
ね
、そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
を
紹
介
し
た

小
冊
子
が
作
成
さ
れ
た
。

　
龍
谷
大
学
経
営
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
は
、
予
想
以
上

の
ス
ピ
ー
ド
と
熱
意
で
進
ん

で
い
る
。

　
　
　
　
　
◇

〈
龍
谷
大
学
経
営
者
ビ
ジ
ネ

ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
問
い
合

わ
せ
は
Ｒ
Ｅ
Ｃ
滋
賀
☎
０
７

７
（
５
４
４
）
７
２
７
９
ま

で
〉

　校友会のオリジナルマークを公募いたしま
したところ、国内はもとより海外からも多数の
校友の力作が届きました。とくに火山噴火
で航空便が遅れる中、遠くアイスランド
から応募して下さった方もおられます。
また、選考投票にもさらに多くの方がご参加
下さいまして誠に有難うございました。
　その中で、大阪市西区在住の上田英司
さん（35歳）の作品が選ばれました。「龍」
と「Ｒ」を現代的に一体化した国際感覚あ
ふれる構成で、龍谷大学の伝統にふさわし
い色調ですっきり仕上げられました。

　校友会マークは使用規定に従っていただ
ければ、お使いいただけます。ご使用の際
は、校友会事務局にお問い合わせください。

大阪市の上田英司さんの作品

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分
に

は
募
金
に
応
じ
た
全
国
多
数

の
校
友
の
名
が
刻
ま
れ
た
銘

板
を
設
置
し
、
大
学
が
所
蔵

す
る
大
谷
探
検
隊
の
将
来
品

や
大
宮
図
書
館
の
数
々
の
貴

重
資
料
が
展
示
さ
れ
る
。
ま

た
、
親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大

遠
忌
法
要
に
合
わ
せ
た
特
別

展
「
釈
尊
と
親
鸞
」
が
開
催

さ
れ
る
（
第
１
期
４
月
５
日

〜
５
月
22
日
、
２
期
６
月
７

日
〜
７
月
24
日
、
３
期
８
月

27
日
〜
10
月
２
日
※
４
〜
６

期
は
次
号
会
報
）
。

　
校
友
会
で
は
こ
れ
ま
で
、

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
継
続

的
な
運
営
に
寄
与
す
る
た
め
、

龍
大
Ｏ
Ｂ
が
多
数
活
躍
す
る

古
都
奈
良
の
南
都
の
大
寺
を

は
じ
め
と
し
た
名
刹
に
対
し

て
協
力
を
呼
び
か
け
て
き
た
。

薬
師
寺
で
は
東
塔
の
平
成
大

修
復
に
あ
た
り
、
塔
内
の
塑

像
残
欠
を
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
寄
託
す
る
。
ま
た
、
同

寺
執
事
長
で
校
友
会
本
部
役

員
の
村
上
太
胤
さ
ん
（
69
年

文
卒
）
が
昨
秋
、
大
英
博
物

館
で
講
演
を
行
っ
た
際
、
同

博
物
館
ア
ジ
ア
部
日
本
セ
ク

シ
ョ
ン
の
ク
ー
リ
ジ
・
ル
ー

マ
ニ
エ
ー
ル
氏
や
ア
ジ
ア
部

日
本
セ
ク
シ
ョ
ン
長
の
ニ
コ

ル
・
テ
ィ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
氏

な
ど
多
く
の
関
係
者
に
、
龍

谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
の
連
携

を
要
請
。
大
英
博
物
館
に
は

大
谷
探
検
隊
と
同
時
期
に
中

央
ア
ジ
ア
に
赴
い
た
オ
ー
レ

ル
・
ス
タ
イ
ン
の
貴
重
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。

　
世
界
に
例
を
み

な
い
仏
教
総
合
博

物
館
と
し
て
の
真

価
が
、
開
館
と
共

に
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
た

め
、
多
く
の
校
友

の
来
館
と
支
援
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
観
覧
料
は
一
般

500
円
（
校
友
会
会

員
は
400
円
）
、
65

歳
以
上
400
円
、
高
校
生
300
円
、

中
学
生
以
下
無
料
。
月
曜
日

休
館
。
10
時
か
ら
17
時
ま
で
。

場
所
は
西
本
願
寺
御
影
堂
門

前
。 特別展「釈尊と親鸞」も

龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

４
月
５
日
開
館

薬
師
寺
は
塑
像
寄
託

第2部のパネルディスカッション

最終6作品から選考

初
の
企
業
ト
ップ
会
合  

校
友
会
の「
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ー
ク
」決
ま
る

「
連
繋
」へ
定
員
超
す
100
人

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム  
交
流
の
輪
拡
大

Ｒ
Ｅ
Ｃ
を

中
心
に

ネットワーク構築へ
校友の企業経営者

「龍」と「Ｒ」を一体化
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少
子
化
の
時
代
を
迎
え
大

学
危
機
の
時
代
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
。

　
入
口
と
な
る
入
試
は
も
と

よ
り
、
出
口
で
あ
る
就
職
問

題
に
も
重
要
な
責
任
が
あ
る
。

　
校
友
会
は
、
昨
年
か
ら
在

学
生
へ
の
就
職
支
援
や
卒
業

生
へ
の
再
就
職
支
援
を
、
一

層
強
化
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
各
分
野
で

活
躍
中
の
経
営
者
や
企
業
の

役
員
で
あ
る
卒
業
生
の
先
輩

方
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
（
１
面
参
照
）
や
各
業

界
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
お
よ
び

こ
れ
か
ら
の
経
済
動
向
を
見

据
え
た
就
職
先
情
報
の
提
供

な
ど
で
あ
る
。

　
大
学
側
へ
の
要
望
と
し

て
教
員
方
に
、
も
っ
と
学

外
へ
出
て
企
業
・
法
人
か

ら
行
政
関
係
に
至
る
ま
で

の
様
々
な
場
面
で
コ
ミ
ュ

　
龍
谷
賞
の
飛
鳥
寛
栗
さ
ん

は
39
（
昭
14
）
年
、
文
学
部

仏
教
学
科
（
旧
制
）
を
卒
業

後
、
富
山
県
の
善
興
寺
住
職

の
か
た
わ
ら
仏
教
音
楽
の
研

究
に
取
り
組
み
、
膨
大
な
資

　
龍
谷
奨
励
賞
の
松
尾
雄
介

さ
ん
は
98
（
平
10
）
年
、
経

済
学
部
卒
業
後
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
ト
ル
ド
大
学
で
環
境

政
策
修
士
号
を
取
得
。
政
府

系
研
究
機
関
に
勤
務
し
、
独

創
的
な
視
点
で
、
地
球
温
暖

化
防
止
策
を
数
多
く
発
表

し
、
自
治
体
で
採
用
さ
れ
る

な
ど
、
温
暖
化
防
止
政
策
活

動
に
貢
献
。

松
尾
雄
介
さ
ん
談

〈
コ
メ
ン
ト
〉
私
の
研
究
の

原
点
は
龍
谷
大
学
で
す
。
大

学
の
制
度
に
よ
る
援
助
の
お

か
げ
で
、
海
外
で
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
そ
こ
か
ら
環
境
問
題
に

入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
奨
励

賞
を
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
か

ら
さ
ら
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
龍
谷
奨
励
賞
の
や
な
せ
な

な
さ
ん
は
99
（
平
11
）
年
、

文
学
部
真
宗
学
科
を
卒
業

奨
励
賞
に
松
尾
さ
ん 

や
な
せ
さ
ん

　
　
　
　 

│
│ 

特
別
賞
に
は
北
野
さ
ん

支
部
活
動
強
化
と

財
政
基
盤
確
立
へ

　
　
10
年
度
校
友
総
会

三
村
峯
男
校
友
会
長

再
任
。
任
期
２
年

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を

も
っ
と
多
く
持
ち
、
最
新

情
報
を
得
る
こ
と
に
努
め

て
頂
く
必
要
が
あ
る
こ
と

料
と
楽
譜
収
集
に
つ
と
め
、

『
仏
教
音
楽
辞
典
』
や
『
日

本
仏
教
洋
楽
資
料
年
表
』
と

し
て
学
問
的
に
体
系
化
し
、

仏
教
音
楽
の
普
及
と
向
上
に

寄
与
。

飛
鳥
寛
栗
さ
ん
談

〈
コ
メ
ン
ト
〉
仏
教
音
楽
の

歩
み
を
ま
と
め
る
の
が
、
私

の
一
生
の
歩
み
で
す
。
こ
の

た
び
大
ぜ
い
の
皆
様
が
た
の

前
で
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
お
礼
の
言
い
よ
う
も
な

い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

し
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
04
年
に
プ
ロ
デ

ビ
ュ
ー
。
10
年
に
本
願
寺
派

教
恩
寺
住
職
に
就
任
す
る
と

共
に
、
自
伝
エ
ッ
セ
ー
『
歌

う
。
尼
さ
ん
』
を
刊
行
。
若

く
し
て
ガ
ン
を
患
っ
た
経
験

か
ら
、「
い
の
ち
」
を
テ
ー

マ
に
は
げ
ま
し
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
宗
派
を
超
え
、
全
国
で

行
っ
て
い
る
。

や
な
せ
な
な
さ
ん
談

〈
コ
メ
ン
ト
〉
私
の
よ
う
な

も
の
が
、
光
栄
あ
る
賞
を
い

た
だ
き
、
た
い
へ
ん
恐
縮
し

て
お
り
ま
す
と
共
に
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
こ
の
賞
を
私
の
は
げ
み

と
し
て
、
今
後
も
地
道
な
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
龍
谷
特
別
賞
の
北
野
尚
文

さ
ん
は
68（
昭
43
）年
、
経
済

学
部
卒
業
。
福
井
県
立
福
井

商
業
高
校
の
教
諭
と
し
て
、

同
校
野
球
部
監
督
に
就
任
。

74
年
に
明
治
神
宮
高
校
野
球

大
会
で
優
勝
し
、
91
年
に
龍

谷
奨
励
賞
。
10
年
度
で
野
球

部
監
督
を
引
退
す
る
ま
で
、

甲
子
園
で
の
夏
の
大
会
に
19

回
、春
の
選
抜
に
17
回
出
場
。

北
野
尚
文
さ
ん
談

〈
コ
メ
ン
ト
〉
大
好
き
な
野

球
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
だ

け
な
の
に
、
身
に
余
る
光
栄

で
す
。
こ
れ
も
野
球
を
愛
す

る
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、

多
く
の
か
た
が
た
の
お
か
げ

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
野
球
を
通
し
て
恩
返
し

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

龍谷奨励賞 龍谷奨励賞
福井商高校
野球部監督

シンガーソング
ラ イ タ ー

地 球 温暖 化
防止策研究者北野尚文さん やなせななさん 松尾雄介さん

大
学
経
営
に
も
民
間
発
想
を
三
村
峯
男

校
友
会
長

を
改
め
て
お
願
い
し
た
い
。

　
卒
業
生
で
経
営
者
で
あ
る

多
く
の
方
々
が
、
就
職
面
談

の
折
に
学
生
達
に
「
君
は
ど

の
よ
う
な
ゼ
ミ
に
所
属
し
て

い
た
の
か
、
何
の
専
攻
を
誰

に
学
ん
で
い
た
の
か
」
を
必

ず
聞
く
と
言
う
。

　
龍
谷
大
学
は
現
在
、
文
学

部
以
外
に
は
ゼ
ミ
が
必
修
と

な
っ
て
い
な
い
。
ゼ
ミ
を
履

修
す
る
こ
と
は
、
卒
論
を
作

成
す
る
た
め
の
文
章
力
は
も

と
よ
り
、
指
導
す
る
教
員
と

の
学
術
的
な
個
別
の
や
り
と

り
や
交
流
が
発
生
す
る
こ
と

と
な
り
、
採
用
側
か
ら
は
、

最
も
注
目
す
る
必
須
項
目
と

な
っ
て
い
る
。

　
校
友
会
と
し
て
は
、
就
職

問
題
も
含
め
教
育
の
質
向
上

を
求
め
、
ゼ
ミ
の
必
修
制
に

つ
い
て
大
学
側
に
改
善
を
求

め
た
い
。

　
一
方
、前
号（
会
報
71
号
）

に
も
掲
載
し
た
が
、
教
育
の

質
向
上
に
向
け
て
本
年
４
月

１
日
か
ら
文
部
科
学
省
に
よ

る
「
学
校
教
育
法
施
行
規
則

改
正
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
す
な
わ
ち
「
教
員
が
有
す

る
学
位
及
び
論
文
等
の
研
究

業
績
に
関
す
る
事
と
授
業
の

方
法
や
内
容
ま
で
公
開
す
る

こ
と
」
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

学
生
や
社
会
に
対
し
て
教
育

の
質
向
上
を
公
約
す
る
年
と

な
る
。

　
在
学
生
の
保
護
者
の
会
で

あ
る
「
親
和
会
」
と
も
連
動

し
、
今
後
の
改
善
と
動
向
に

注
視
し
て
行
き
た
い
。

　
10
年
度
（
平
成
22
）
の
校

友
総
会
が
昨
年
11
月
７
日
、

午
前
10
時
か
ら
深
草
キ
ャ
ン

パ
ス
の
顕
真
館
で
開
催
さ
れ

た
。
上
橋
一
義
校
友
会
事
業

部
会
長
の
司
会
進
行
の
も

と
、
三
村
峯
男
校
友
会
長
が

挨
拶
。
社
会
の
現
場
で
培
わ

れ
た
校
友
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
校

友
会
や
大
学
の
発
展
の
た
め

に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
前
置

き
し
、
①
情
報
の
集
積
と
発

信
の
場
と
し
て
の
支
部
活
動

強
化
②
校
友
会
の
財
政
基
盤

と
事
業
の
見
直
し
③
校
友
会

報
や
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
情
報
発
信
を
充
実
さ

せ
る
④
大
学
の
運
営
に
積
極

　
３
月
9
日
に
校
友
会
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、
龍
谷
大
学
校

友
会
会
長
に
三
村
峯
男
さ
ん

（
70
年
営
卒
）が
再
任
さ
れ
た
。

任
期
は
11
年
４
月
１
日
か
ら

13
年
３
月
31
日
の
２
年
間
。

的
に
参
加
す
る
⑤
卒
業
生
の

再
就
職
や
現
役
学
生
の
就
職

支
援
な
ど
、
今
後
の
取
り
組

み
を
披
露
し
た
。

　
続
い
て
三
村
会
長
が
議
長

と
な
り
、
町
田
徳
男
校
友
会

総
務
部
会
長
に
よ
り
09
年
度

の
事
業
・
決
算
報
告
と
尾
崎

春
樹
校
友
会
監
事
に
よ
る
会

計
監
査
報
告
、
そ
の
あ
と
10

年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
説

明
が
町
田
総
務
部
会
長
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。

輝く龍谷賞は飛鳥さ
ん

仏教音楽研究家 学問的に体系化 第
21
回
龍
谷
賞
晴
れ
の
贈
呈
式

　平成22年度の第21回龍谷賞は龍谷
大学の多才な人材を彷彿とさせるも
のだった。まず70年にわたって近現
代の仏教音楽の研究を続ける飛鳥寛
栗さんに龍谷賞、独創的な視点で地
球温暖化防止策を発案する松尾雄介
さん、「いのち」をテーマに励ましの
コンサートを続けるシンガーソング

ライターのやなせななさんの２人に
龍谷奨励賞、春夏の甲子園大会で36
回出場し、ベスト４以上に６回輝い
た県立福井商業高校野球部監督の北
野尚文さんには龍谷特別賞。この４
人の贈呈式がホームカミング・デー
の11月７日、顕真館で行われた。

龍谷特別賞

仏教音楽の魅力について話す飛鳥寛栗さん

今年も多くの校友が母校を訪れた

'10
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

1500
人
集
い
再
会
に
沸
く

　
恒
例
と
な
っ
た
龍
谷
大
学

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
が

昨
秋
の
11
月
７
日
に
深
草
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、

１
５
０
０
人
を
超
え
る
校
友

が
訪
れ
た
。
岡
山
県
支
部
を

は
じ
め
、
全
国
の
各
地
域
か

ら
も
多
数
の
校
友
が
参
加

し
、イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
。

　
顕
真
館
で
は
吹
奏
楽
部
と

バ
ト
ン
・
チ
ア
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ

Ｔ
Ｓ
が
ラ
イ
ブ
を
披
露
し
、

秋
の
神
宮
大
学
野
球
大
会
に

関
西
第
一
代
表
と
な
っ
た
硬

式
野
球
部
員
が
急
き
ょ
壇
上

に
登
り
、
応
援
を
要
請
す
る

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
て
、
会

場
を
わ
か
せ
た
。
続
い
て
混

声
合
唱
団
ラ
ポ
ー
ル
や
マ
ン

ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
交

響
楽
団
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
、
多
く
の
校
友

が
拍
手
を
送
っ
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
西
本
願

寺
国
宝
の
書
院
・
飛
雲
閣
バ

ス
ツ
ア
ー
も
大
人
気
で
、
紫

英
館
６
階
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ー
ル
ー
ム
で
は
軽
食
が
用

意
さ
れ
、
校
友
の
語
ら
い
が

終
日
続
い
た
。

（
今
年
は
11
月
６
日
に
開
催

予
定
）



Ryukoku University Alumni News No.72（3）第72号 2011（平成23）年3月15日

　
約
４
２
０
０
人
の
校
友
が

居
住
す
る
大
阪
府
下
の
池
田・

茨
木
・
高
槻
・
三
島
・
豊
能
・

箕
面
な
ど
の
地
域
に
「
大
阪・

北
大
阪
支
部
」が
誕
生
し
た
。

も
っ
と
も
多
数
の
校
友
が
い

る
大
阪
に
は
、
こ
れ
ま
で
枚

方
支
部
と
大
阪
・
中
央
支
部

の
ふ
た
つ
し
か
な
い
。
そ
こ

で
30
人
か
ら
な
る
「
支
部
設

立
呼
び
か
け
人
会
」
が
結
成

さ
れ
、
一
昨
年
か
ら
準
備
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
昨
年
の
10

月
３
日
、
ホ
テ
ル
日
航
茨
木

大
阪
で
、
１
０
０
人
あ
ま
り

が
集
い
、
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
ま
ず
呼
び
か
け
人
会
代
表

の
堤
清
貢
さ
ん（
72
年
営
卒
）

が
設
立
の
趣
旨
と
経
過
説
明

を
行
い
、
議
長
選
出
の
も
と

に
役
員
選
出
、
会
則
案
、
事

業
計
画
、
予
算
案
が
承
認
さ

れ
、
は
れ
て
支
部
設
立
と
な

っ
た
。

　
第
２
部
に
入
り
、
増
田
省

三
校
友
会
本
部
事
務
局
次
長

（
72
年
法
卒
）
に
よ
り
、

１
６
３
９
（
寛
永
16
）
年
、

龍
谷
大
学
の
前
身
で
あ
る

「
学
寮
」
誕
生
の
い
き
さ
つ

や
、
な
ぜ
龍
谷
大
学
が
日
本

で
最
古
の
大
学
な
の
か
に
つ

い
て
の
〝
龍
大
自
慢
〞
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
、

吹
奏
楽
部
員
に
よ
る
記
念
演

奏
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
懇
親

会
が
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
た
。

　
な
お
、
設
立
総
会
に
は
河

嶋
壽
一
龍
谷
大
学
副
学
長
や

三
村
峯
男
校
友
会
長
を
は
じ

め
、
奥
本
務
高
槻
市
長
、
野

村
宣
一
茨
木
市
長（
代
理
）、

さ
ら
に
関
西
学
院
大
学
校
友

会
茨
木
支
部
長
、
関
西
大
学

校
友
会
茨
木
支
部
長
、
茨
木

同
志
社
ク
ラ
ブ
代
表
が
来
賓

と
し
て
参
加
し
、
ゲ
ス
ト
に

　
70
（
昭
45
）
年
春
、
経
営

学
部
の
第
１
期
生
の
卒
業
と

共
に
結
成
さ
れ
た
経
営
学
部

同
窓
会
が
昨
年
、
40
周
年
を

迎
え
た
。
９
月
19
日
、
京
都

タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に
は
若
原
道

昭
学
長
や
三
村
峯
男
校
友
会

長
、
各
部
同
窓
会
長
な
ど
、

40
周
年
を
祝
う
卒
業
生
や
教

職
員
約
２
２
０
人
が
集
合
し

落
語
家
の
林
家
染
二
氏（
85

年
法
卒
）を
迎
え
て
支
部
設

立
を
祝
っ
た
。

〈
大
阪
・
北
大
阪
支
部
の
主

な
役
員
〉
支
部
長
＝
堤
清
貢

（
72
年
営
卒
）・
副
支
部
長
＝

調
　
龍
信
（
66
年
済
卒
）、

永
田
よ
う
子
（
72
年
文
卒
）・

事
務
局
長
＝
山
本
隆
俊
（
71

年
済
卒
）・
会
計
＝
永
田
光

男
（
72
年
営
卒
）・
監
事
＝

本
多
善
朗
（
95
年
社
卒
）・

顧
問
＝
本
多
隆
朗
（
69
年
文

卒
）・
理
事
＝
23
人
。

経営学部
同窓会

た
。

　
各
ゼ
ミ
の
卒
業
生
が
テ
ー

ブ
ル
を
囲
む
中
、
午
後
３
時

国
際
文
化
学
部
同
窓
会
は
10
周
年

　
96
（
平
８
）
年
３
月
瀬
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
誕
生
し
た
国

際
文
化
学
部
は
、
00
年
に

４
１
３
人
の
卒
業
生
を
世
に

送
り
、
同
窓
会
が
結
成
さ
れ

た
。
10
周
年
を
迎
え
、
昨
年

の
11
月
６
日
に
ハ
イ
ア
ッ
ト

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
京
都
で
、

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
同
窓
会

で
は
約
４
５
０
０
人
の
卒
業

生
全
員
に
案
内
状
を
送
り
、

参
加
者
は
３
５
０
人
を
こ
え

た
。
ま
ず
神
先
明
日
香
同
窓

会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
ポ
ー

リ
ン
・
ケ
ン
ト
学
部
長
が
祝

辞
を
述
べ
祝
宴
が
ス
タ
ー
ト
。

ま
た
、
女
子
の
卒
業
生
が
多

数
を
し
め
る
こ
と
か
ら
、
記

念
品
と
し
て
子
ど
も
用
の
お

菓
子
や
チ
ャ
イ
ル
ド
ル
ー
ム

が
用
意
さ
れ
た
。
当
日
は
若

原
道
昭
学
長
や
杉
宣
正
校
友

会
副
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

退
職
の
杉
村
棟
先
生
や
坂
本

寧
男
先
生
、
吉
村
文
成
先
生

な
ど
も
出
席
さ
れ
学
生
た
ち

と
の
再
会
を
楽
し
ん
だ
。

350人超 集まり祝賀会

退
職
の
先
生
が
た
も
出
席

り
派
遣
し
、
帰
国
後
、
学
制

の
大
改
革
を
断
行
し
ま
し
た
。

學
林
は
大
教
校
へ
、
そ
の
他

の
関
係
学
校
は
中
教
校
・
小

教
校
と
し
て
教
育
シ
ス
テ
ム

の
大
改
革
を
行
っ
た
の
で
す
。

そ
の
シ
ス
テ
ム
の
本
部
と
し

て
大
教
校
（
大
宮
本
館
）
が

位
置
づ
け
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
新
聞
な
ど
に
こ
の

建
物
は
「
海
内
無
比
」
と
書

か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
実

際
に
比
較
出
来
る
建
物
と
し

て
は
、
他
に
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
の
か
を
調
べ
て

見
ま
す
と
日
本
最
初
の
洋
館

は
、
長
崎
の
旧
グ
ラ
バ
ー
邸

で
す
。
こ
れ
は
西
暦
１
８
６

３
年
の
建
立
で
大
宮
本
館
よ

り
も
16
年
古
い
と
は
い
え
、

平
屋
建
て
の
個
人
住
宅
で
す
。

　
そ
の
他
に
長
野
県
に
現
存

す
る
元
小
学
校
で
旧
中
込
学

校
（
１
８
７
５
年
）
や
旧
開

智
学
校
（
１
８
７
６
年
）
が

建
築
家
の
ジ
ョ
サ
イ
ア
コ
ン

ド
ル
な
ど
の
手
を
借
り
て
造

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
大
宮

本
館
は
、
２
階
建
て
（
高
さ

１
８
・
６
メ
ー
ト
ル
）
で
各

階
の
天
井
高
が
充
分
に
あ
る

本
格
的
洋
館
で
延
べ
面
積
が

こ
れ
ほ
ど
大
き
い
（
延
べ
１

０
４
０
㎡
）
公
共
性
の
あ
る

施
設
と
し
て
は
、
最
初
で
最

大
の
も
の
で
す
。
大
宮
本
館

と
同
年
５
月
に
完
成
し
た
長

崎
・
大
浦
天
主
堂
と
共
に
双

璧
を
成
す
も
の
で
す
。
１
９

６
４
年
に
重
文
指
定
を
受
け

た
理
由
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
完
全
に
洋
風
化
す
る
前
の

日
本
建
築
史
上
・
建
築
学
的

に
近
代
建
築
黎
明
期
の
貴
重

な
建
造
物
で
あ
る
。

②
現
存
す
る
唯
一
の
石
貼
り

構
造
で
、
最
近
の
建
物
に
よ

く
あ
る
人
工
石
や
タ
イ
ル
貼

り
建
築
の
魁
で
あ
る
。

③
先
程
も
述
べ
た
巨
大
構
造
。

④
高
度
な
西
洋
技
術
で

「
ほ
ぞ

」
を
取
り
入
れ
た
「
ク
イ

ー
ン
ポ
ス
ト
構
造
」
を
最
初

に
取
り
入
れ
た
、
明
治
期
の

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
で

あ
る
こ
と
。
明
治
初
頭
造
ら

れ
一
時
代
を
画
し
た
東
京
・

鹿ろ
く

鳴め
い

館か
ん

で
さ
え
完
成
は
、
１

８
８
３
年
（
明
治
16
）
７
月
で
、

大
宮
本
館
よ
り
も
４
年
半
も

後
、
し
か
も
現
存
し
て
い

な
い
の
で
す
。

　
で
は
、
現
存
す
る
著
名

な
建
物
と
は
京
都
国
立
博

物
館
が
１
８
９
５
年
、
日

本
銀
行
東
京
本
店
は
１
８

９
６
年
、
京
都
府
庁
旧
本

館
は
１
９
０
４
年
、
元
日

本
銀
行
京
都
支
店
（
現
京

都
文
化
博
物
館
）
は
１
９

０
６
年
竣
工
で
、
大
宮
本

館
よ
り
20
数
年
も
後
の
建

物
で
す
（
い
ず
れ
も
国
の

重
文
）。

　
こ
の
よ
う
に
比
較
す
る
と
、

龍
谷
大
学
の
大
宮
本
館
が
、

明
治
の
黎
明
期
に
い
か
に
希

有
な
建
物
と
し
て
誕
生
し
た

か
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
で
し
ょ
う
。（
つ
づ
く
）

校
友
会
事
務
局
＝
増
田
省
三

か
ら
阪
口
新
太
郎
経
営
学
部

同
窓
会
会
長
の
進
行
に
よ
り

第
１
部
の
講
演
会
が
始
ま
っ

た
。
壇
上
に
は
元
学
部
長
で

名
誉
教
授
の
小
林
袈
裟
治
先

生
、
池
本
幸
三
先
生
、
林

　

昭
先
生
、
戸
上
宗
賢
先
生
、

片
岡
信
之
先
生
と
佐
藤
研
司

先
生（
現
学
部
長
）が
並
び
、

40
周
年
の
思
い
出
を
語
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
約
２
年
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
一
連

の
40
年
記
念
事
業
が
ス
ラ
イ

ド
で
紹
介
さ
れ
た
。
次
に
吹

奏
楽
部
員
が
祝
賀
会
場
を
舞

台
に
若
さ
あ
ふ
れ
る
演
奏
を

行
い
、
井
上
宏
名
誉
教
授
が

飛
び
入
り
で
自
慢
の
尺
八
を

披
露
し
た
り
、
お
楽
し
み
大

抽
選
会
な
ど
で
大
盛
況
の
う

ち
に
祝
賀
会
を
終
え
た
。

国
の
重
文
・
大
宮
本
館

〈
元
学
部
長
40
年
の
思
い
出
〉

■
小
林
袈
裟
治 

名
誉
教
授

　
学
費
の
ス
ラ
イ
ド
制
導
入

の
際
、
学
内
全
体
が
猛
反
対

で
私
た
ち
執
行
部
は
孤
立
。

千
葉
乘
隆
学
長
と
共
に
、
ず

い
ぶ
ん
苦
労
し
た
。

■
池
本
幸
三 

名
誉
教
授

　
70
年
、
長
期
の
学
園
封
鎖
で

学
外
の
空
き
家
を
借
り
て
ゼ

ミ
を
開
い
た
こ
と
や
、
経
営
学

部
長
の
選
挙
に
学
生
も
被
選

挙
権
者
と
し
て
参
加
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。

■
林

　
昭 

名
誉
教
授

　
旧
５
号
館
は
旧
陸
軍
兵
舎

で
１
階
は
学
生
食
堂
。
２
階

が
研
究
室
で
ゴ
キ
ブ
リ
が
大

発
生
。
あ
る
教
員
が
研
究
室

で
バ
ル
サ
ン
を
た
い
た
と
こ

ろ
、
消
防
車
が
７
台
も
。

■
戸
上
宗
賢 

名
誉
教
授

　
経
営
学
部
創
設
で
教
員
全

員
が
会
議
。
ふ
と
東
方
を
見

る
と
東
山
三
十
六
峰
に
光
々

と
満
月
が
輝
い
て
い
た
。
会

場
は
奇
し
く
も
今
、
私
が
い

る
こ
の
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。

■
片
岡
信
之 

名
誉
教
授

　
82
（
昭
57
）
年
に
経
営
学

部
の
大
学
院
修
士
課
程
、
85

年
に
は
博
士
課
程
を
開
設
。

こ
こ
か
ら
巣
立
っ
た
研
究
者

が
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
今

も
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。

■
佐
藤
研
司 

学
部
長

　
当
時
は
発
展
さ
せ
よ
う
と

い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
学
内

に
充
満
し
て
い
た
。
我
々
も

ま
け
ず
に
新
し
い
も
の
を
創

り
出
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
「
大
宮

本
館
」
が
い
か
に
古

い
建
物
で
あ
る
か
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
同
時

代
の
他
の
古
建
築
物
や
当
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
取
り

混
ぜ
て
話
を
進
め
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

　
大
宮
本
館
は
、
西
暦
１
８

７
９
年
（
明
治
12
）
２
月
に

２
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て

竣
工
し
ま
し
た
。

　
幕
末
か
ら
明
治
初
め
に
か

け
て
、
本
願
寺
学
問
所
の
中

枢
と
し
て
既
に
２
３
０
年
が

経
過
し
て
い
た
學
林
（
龍
谷

大
学
の
元
の
名
称
）
の
改
革

を
図
る
た
め
本
願
寺
教
団
は
、

島し
ま

地ぢ

黙も
く
ら
い雷
や
赤あ

か
ま
つ松
連れ

ん

城じ
ょ
うら
を

１
８
７
２
年
（
明
治
５
）
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
２
年
半
に
亘

設立総会後の記念撮影。祝賀会には更に多くの校友が
大阪・北大阪支部HP http://www.osaka.zaq.jp/ryusetu/

100人集い設立総会

池田・茨木・高槻・豊能・箕面など

北大阪支部が誕生

創
設
40
周
年
を
祝
う

講
演
会
や
祝
賀
会

元
学
部
長
、思
い
出
語
る

大阪府下
で3番目

挨
拶
す
る
阪
口
会
長

壇
上
で
語
る
元
・
現
学
部
長

OGと子ども連れの出席が目立った祝賀会

大
宮
本
館
の
古
さ

比
較
論
鹿
鳴
館
の
４
年
前

京
都
国
立
博
物
館
の
16
年
前

シリーズ
龍谷大学の
歴史再発見①
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山
田
法
胤
　
講
演
会

薬
師
寺

管
　
主

龍谷大学 in熊本

　
恒
例
の
三
者
共
催
（
大
学

・
校
友
会
・
親
和
会
＝
保
護

者
会
）
事
業
が
、
今
年
度
は

「
龍
谷
大
学
in
熊
本
」
と
し

て
、
熊
本
テ
レ
サ
ホ
ー
ル
で
、

昨
年
の
10
月
24
日
、
午
後
１

時
か
ら
開
か
れ
た
。
今
回
の

事
業
は
地
元
の
熊
本
日
日
新

聞
社
、
熊
本
放
送
、
テ
レ
ビ

熊
本
、
く
ま
も
と
県
民
テ
レ

ビ
、
熊
本
朝
日
放
送
が
後
援
。

約
２
千
人
の
応
募
の
中
、
抽

選
で
700
人
に
入
場
券
が
送
付

さ
れ
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
場
１

時
間
前
か
ら
聴
講
者
の
列
が

で
き
、
会
場
は
ま
た
た
く
ま

に
満
杯
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
龍
谷
大
学
の
Ｐ
Ｒ
ビ

デ
オ
が
放
映
さ
れ
た
あ
と
、

大
き
な
拍
手
と
共
に
講
師
の

山
田
法
胤
管
主
が
紹
介
さ
れ
、

『
こ
こ
ろ
を
耕
す
』
と
題
し

て
約
90
分
の
講
演
を
行
っ
た
。

山
田
管
主
は
最
初
に
「
か
た

よ
ら
な
い
こ
こ
ろ
、
こ
だ
わ

ら
な
い
こ
こ
ろ
、
ひ
ろ
く
も

っ
と
ひ
ろ
く
―
こ
れ
は
『
般

若
心
経
』
の
空
の
こ
こ
ろ
な

り
」
と
話
し
、
平
城
京
遷
都

１
３
０
０
年
を
迎
え
た
こ
と

を
機
縁
と
し
て
、
先
輩
が
た

が
仏
法
の
教
え
を
軸
に
し
て
、

ど
の
よ
う
な
願
い
で
日
本
の

国
造
り
を
進
め
た
か
に
つ
い

て
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る

こ
と
が
必
要
だ
と
指
摘
し
、

種
を
ま
き
、
肥
料
を
施
し
、

草
と
り
を
す
る
と
い
う
米
作

り
に
な
ぞ
ら
え
て
、
仏
教
の

精
神
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
形

成
さ
れ
て
き
た
日
本
人
の
こ

こ
ろ
を
、
今
こ
そ
一
人
ひ
と

り
が
耕
し
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
聴
衆
に
訴
え
た
。

枠
に
２
千
人
が
応
募

開
場
前
か
ら
並
ぶ
聴
講
者

後列が10年度の奨励生

　
龍
谷
大
学
校
友
会
全
国
支

部
長
会
が
昨
年
の
10
月
23
日
、

熊
本
市
（
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
）

で
開
催
さ
れ
た
。
地
域
支
部

か
ら
45
人
（
う
ち
海
外
支
部

４
人
）、
職
域
支
部
か
ら
10

人
の
支
部
長
、
事
務
局
長
に

加
え
、
校
友
会
本
部
役
員
９

人
、
大
学
側
か
ら
学
長
、
副

学
長
な
ど
６
人
が
出
席
し
、

校
友
会
と
大
学
の
現
状
や
将

来
像
に
つ
い
て
、
約
５
時
間

に
わ
た
っ
て
討
議
し
た
。

　
第
１
部
は
西
垣
泰
幸
副
学

長
が
「
龍
谷
大
学
第
５
次
長

期
計
画
」
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

っ
た
。
こ
の
中
で
西
垣
副
学

長
は
、
教
育
を
最
重
点
と
し

た
基
本
構
想
を
紹
介
し
、
今

春
開
設
の
政
策
学
部
に
つ
ぐ

新
学
部
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
発
言
。
質
疑
応
答
に

入
っ
て
、
支
部
側
か
ら

「
３
７
０
周
年
を
終
え
た
後

も
、
校
友
か
ら
の
寄
付
要
請

は
継
続
す
べ
き
」「
大
宮
正

門
前
で
一
礼
を
し
な
い
学
生

が
目
立
つ
。
建
学
の
精
神
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」「
経

済
不
況
の
中
で
中
退
す
る
学

生
の
追
跡
調
査
と
支
援
を
」

「
な
ぜ
入
試
問
題
の
中
に
地

理
が
な
い
の
か
」
な
ど
、
大

学
に
対
し
て
数
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
第
２
部
で
は
、新
支
部（
和

歌
山
県
・
海
南
有
田
支
部
、

大
阪
・
北
大
阪
支
部
＝
３
面

に
記
事
）
の
紹
介
と
、
地
域

支
部
同
士
の
横
断
的
交
流
会

の
開
催
な
ど
、
支
部
活
動
活

性
化
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

た
。
中
で
も
若
い
校
友
の
支

部
活
動
参
加
を
い
か
に
進
め

る
か
が
議
論
さ
れ
、
学
生
サ

ー
ク
ル
の
合
宿
地
で
の
交
流

会
開
催
も
提
案
さ
れ
た
。
最

後
に
三
村
峯
男
校
友
会
会
長

に
よ
る
基
本
方
針
と
、
米
田

禎
孝
広
報
部
会
長
、
町
田
徳

男
総
務
部
会
長
、
上
橋
一
義

事
業
部
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
活

動
報
告
を
行
い
閉
会
し
た
。

ア
ー
ク
ホ
テ
ル
熊
本
で
会
合

第
26
回
全
国
支
部
長
会
を
開
催

校
友
会
奨
励
生
に
８
人

活
性
化
に
向
け
話
し
合
い

　「
龍
谷
大
学
の
発
展
の
た

め
の
具
体
的
施
策
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
論
文
募
集
に
、
約

40
人
の
学
生
・
大
学
院
生
が

応
募
し
、
10
年
度
は
以
下
の

８
人
に
決
定
し
、
２
月
４
日

に
深
草
で
校
友
会
奨
励
金
授

与
式
が
、
増
田
啓
子
学
生
部

長
同
席
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。

〈
10
年
度
校
友
会
奨
励
生
〉

櫻
井

　
学（
文
院
）／
大
槻
知

英（
済
院
）／
田
村

　
徹
（
営

院
）／
平
尾
ひ
と
み（
文
）／

奥
田
幸
樹（
営
）／
森
下

　
樹

（
営
）／
藤
井
遙
香（
法
）／
竹

川
敏
史（
法
）

10年度

講
演
す
る
山
田
管
主

―
―
「
海
商
」
と
は
？

　
主
人
公
は
島
井
宗そ

う
し
つ室
と
い

う
戦
国
時
代
に
活
躍
し
た
九

州
・
博
多
の
豪
商
で
す
。
豊

臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵（
文
禄
・

慶
長
の
役
）
の
と
き
先
導
役

を
つ
と
め
た
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
残
る
史
料
が
断
片
的
で
、

き
わ
め
て
謎
の
多
い
人
物
で

す
。
博
多
は
大
友
宗
麟
と
島

津
軍
と
の
戦
い
で
焦
土
と
化

し
ま
す
。
そ
の
と
き
若
き
宗

室
は
捕
ら
わ
れ
の
身
と
な
り
、

奴
隷
と
し
て
朝
鮮
半
島
へ
売

り
飛
ば
さ
れ
る
と
い
う
物
語

の
設
定
で
す
。

　
当
時
、
南
蛮
貿
易
の
中
で
、

最
も
残
酷
な
〝
商
品
〞
が
奴

隷
だ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

秀
吉
が
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
に

踏
み
き
っ
た
の
は
、
多
く
の

日
本
人
が
奴
隷
と
し
て
売
り

飛
ば
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と

の
説
も
あ
り
ま
す
。

　
奴
隷
と
な
っ
て
半
島
に
渡

っ
た
宗
室
は
、
そ
こ
で
多
く

の
仲
間
と
愛
す
る
女
性
を
得

て
、
縁
あ
っ
て
日
本
に
戻
っ

て
き
ま
す
。
朝
鮮
出
兵
の
先

導
役
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、

彼
の
そ
う
し
た
経
歴
か
ら
で

し
た
。
し
か
し
宗
室
に
は
、

朝
鮮
国
へ
の
強
い
思
い
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
表
向
き
は

秀
吉
に
友
好
的
で
す
が
、
心

の
奥
底
で
は
「
武
具
を
使
わ

ず
、
商
い
で
秀
吉
に
挑
む
」

と
い
う
決
意
が
み
な
ぎ
っ
て

い
た
の
で
す
。

　
宗
室
が
と
っ
た
作
戦
は
、

秀
吉
軍
を
財
政
的
に
追
い
込

も
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

た
と
え
ば
武
器
や
食
糧
の
補

給
路
作
り
と
見
せ
か
け
て
、

必
要
以
上
に
兵
站
線
を
延
ば

す
の
で
す
。
こ
れ
に
気
付
い

た
秀
吉
は
激
怒
し
ま
す
。
宗

室
を
守
っ
た
の
は
、
博
多
の

商
人
た
ち
で
し
た
。

　
戦
争
に
よ
っ
て
朝
鮮
国
と

の
貿
易
が
壊
滅
状
態
と
な
る

と
共
に
、
商
人
と
し
て

の
誇
り
が
傷
つ
け
ら
れ

ま
す
が
、
秀
吉
に
反
旗

を
ひ
る
が
え
す
こ
と
は
、

身
の
安
全
上
で
き
な
い
。

そ
ん
な
中
、
宗
室
だ
け

が
立
ち
上
が
っ
た
の
で

す
。

―
―
九
州
を
舞
台
に
？

　
え
え
。
今
、
手
が
け

指方恭一郎（さしかた・きょういちろ
う）本名＝日野真人（ひの・まこと）
1961年生まれ。85年に文学部真宗学
専攻卒。04年「九州さが大衆文学賞
大賞・笹沢左保賞」受賞。10年「松
本清張賞」候補。同年『海商―秀吉に
挑んだ男』で多くの応募の中から「城
山三郎経済小説大賞」受賞。５月にダ
イヤモンド社から刊行予定。北九州市
・西教寺副住職、同保育園園長。

校友●Who's Who

指方 恭一郎さ
ん

て
い
る
の
も
〝
長
崎
も
の
〞

３
部
作『
長
崎
麝じ

ゃ
こ
う香
ね
ず
み
』

『
長
崎
出
島
買
い
ま
す
』『
長

崎
宗
門
人
別
帳
』
で
す
。
出

島
と
い
う
の
は
、
長
崎
の
25

人
の
商
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
出
島
を
オ
ラ

ン
ダ
に
貸
し
て
、
独
占
的
に

利
益
を
得
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
に
26
番
目
の
男
が
株
を

も
っ
て
買
収
に
か
か
り
ま
す
。

「
出
島
を
買
う
」と
い
う
の
は
、

今
で
言
う
Ｍ
＆
Ａ
で
す
。
こ

の
書
き
下
ろ
し
の
３
部
作
は
、

今
年
の
６
月
以
降
に
大
手
出

版
社
か
ら
発
刊
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
信
長
、
秀
吉
、
家
康
と
い

う
英
雄
は
常
に
強
い
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
い
ま
す

ね
。
で
も
光
が
強
い
ほ
ど
影

が
濃
く
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ

史
上
か
ら
葬
り
去
ら
れ
た
魅

力
的
な
人
物
を
、
こ
れ
か
ら

も
題
材
に
し
て
い
き
た
い
と

思
う
の
で
す
。

　
英
雄
も
一
介
の
商
人
も
、

そ
の
い
の
ち
の
重
さ
は
同
じ

で
す
。
僧
侶
が
書
く
歴
史
小

説
と
い
う
新
し
い
世
界
を
、

う
ち
た
て
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

反
骨
の
博
多
商
人
の

数
奇
な
人
生
を
描
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　『
海
商
│
秀
吉
に
挑
ん
だ
男
』

今夏デビューの歴史小説作家
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校
友
会
長
名
、
学
長
名
で

祝
電
を
打
ち
ま
す
。
受
付

は
、
校
友
会
事
務
局
ま
で
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
氏
名
　
　  

卒
年  

式
月
日

　
西
堀
真
友
子 

04 

済 

６
│

12

　
中
岡
　
靖
延 

04 

法 

９
│

19

　
杉
田
　
祐
美 

02 

営 

９
│

23

♠
松
原
　
正
明 

08 

文 

9
│

23

♥
髙
垣
　
有
貴 

08 

済

　
三
木
　
省
吾 

01 

営 

10
│

５

　
山
口
　
千
景 

00 

法 

10
│

10

♠
北
本
　
宏
樹 

06 

社 

10
│

10

♥
大
橋
　
友
香 

06 

社

♠
津
田
　
龍
之 

06 

済 

10
│

10

♥
水
口
　
沙
織 

06 

済

　
阿
蘇
　
祐
二 

07 

国 

10
│

10

♠
副
島
　
隆
吾 

00 

済 

10
│

16

♥
齊
藤
　
陽
子 

03 

短

♠
奥
本
　
浩
徳 

01 

営 

10
│

16

♥
豊
田
牧
衣
子 

03 

済

　
徳
　
　
義
史 

03 

文 

10
│

16

　
草
川
　
香
織 

06 

済 

10
│

16

　
高
橋
　
愛
　 

96 

文 

10
│

17

♠
市
村
　
武
徳 
06 

営 

10
│

23

♥
福
村
真
紀
子 
01 
文

♠
大
橋
　
拓
也 
06 
社 
10
│

23

♥
久
保
田
佑
子 

06 
社

♠
松
浦
　
傑
　 

08 

営 
10
│

24

♥
武
永
　
梨
沙 

08 

法

　
近
野
　
智
行 

07 

営 

10
│

23

　
長
田
　
哲
也 

99 

済 

10
│

30

　
船
越
　
練
二 

00 

文 

10
│

30

　
小
河
　
ま
こ 

03 

法 

10
│

30

♠
松
浦
　
成
秀 

06 

法 

10
│

30

♥
中
野
　
佑
子 

06 

済

　
田
中
　
成
和 

01 

文 

10
│

31

♠
深
見
　
泰
孝 

99 

文 

11
│

3

♥
大
西
　
恵
子 

04 

文

　
二
宮
　
工
　 

06 

済 

11
│

４

　
辻
　
久
美
子 

97 

社 

11
│

７

　
西
村
　
直
樹 

00 

営 

11
│

７

　
杉
田
　
篤
志 

05 

営 

11
│

７

♠
十
倉
　
幸
範 

07 

法 

11
│

13

♥
古
田
　
菜
穂 

07 

法

　
奥
原
　
真
龍 

02 

文 

11
│

14

　
岡
出
沙
央
理 

07 

営 

11
│

14

　
片
岡
　
祥
子 

01 

営 

11
│

21

　
小
林
　
義
治 

97 

営 

11
│

27

　
増
田
　
博
文 

04 

法 

12
│

4

♠
安
部
　
裕
志 

95 

営 

12
│

5

♥
宮
本
　
安
子 

96 

営

　
矢
野
　
裕
之 

88 

済 

12
│

12

　
上
野
　
英
悟 

04 

法 

12
│

18

♠
秋
月
　
俊
也 

05 

文 

12
│

18

♥
星
田
　
梓
　 

05 

文

　
山
崎
　
明
子 

09 

社 

12
│

18

　
竹
之
内
正
臣 

03 

済 

１
│

９

　
兼
松
　
一
成 

95 

法 

１
│

15

　
永
井
　
雄
一 

08 

理 

１
│

22

　
早
川
　
裕
也 

02 

営 

２
│

11

　
山
本
真
理
子 

01 

国 

５
│

22

＊

龍谷大学校友会「校友会報広告掲載規定」
《掲載原稿》
① 原稿の様式
完全原稿にて事務局まで送付。または、メールにてデ
ーターで送付。

② 締め切り
　校友会報３月号発行では１月 31 日締め切り。
　校友会報 10 月号発行では７月 31 日締め切り。
《広告掲載規定》
龍谷大学校友会の信頼と品位を損なう表現・内容を含
む広告は掲載しない。一面には掲載しない。広告内容
に関する一切の責任は広告主が負うものとする。

《広告料》
　掲載総スペース：全２段×２頁分をMAXとする。
　掲載料金：全２段１／４ 45,000 円 
　原則として全２段　150,000 円
※詳細の問い合わせは龍谷大学校友会事務局まで。

　
日
本
の
プ
ロ
野
球
選
手
や

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
た
ち
、

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の
各
国
選
手
た
ち

が
着
用
す
る
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

の
中
で
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の

マ
ー
ク
が
着
い
て
い
る
も
の

は
、
ほ
と
ん
ど
ナ
イ
ス
㈱
の

製
品
だ
。
も
と
も
と
は
カ
バ

ン
メ
ー
カ
ー
の
中
西
商
店
か

ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。

　
父
親
の
中
西
商
店
は
、
将

来
の
見
込
み
が
な
い
の
で
、

私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
状
況

が
一
変
し
ま
す
。
捕
手
の
足

に
着
け
る
レ
ガ
ー
ス
が
、
全

国
に
５
万
チ
ー
ム
以
上
も
あ

る
軟
式
野
球
で
も
義
務
づ
け

ら
れ
た
の
で
す
。
中
西
商
店

に
製
作
の
依
頼
が
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。
カ
バ
ン
屋
で

す
か
ら
縫
製
の
技
術
は
あ
り

ま
す
。
廃
業
寸
前
の
町
工
場

が
蘇
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
特

需
」
で
し
た
。
父
親
が
「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
め
て
帰
っ

て
こ
い
」
と
。
30
年
ほ
ど
前

の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
後
も
特
需
が
続
き
ま

す
。
捕
手
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

や
肘
を
守
る
打
者
用
エ
ル
ボ

ガ
ー
ド
、
自
打
球
か
ら
足
を

守
る
打
者
用
レ
ガ
ー
ス
着
用

が
高
校
野
球
で
解
禁
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
な
ど

の
国
際
大
会
が

ひ
ん
ぱ
ん
に
開

か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
審
判
の

世
界
で
も
国
際

標
準
化
が
進
め

ら
れ
ま
す
。
そ

の
結
果
、
従
来

の
ア
ウ
ト
サ
イ

ド
プ
ロ
テ
ク
タ

ー
か
ら
イ
ン
サ

イ
ド
プ
ロ
テ
ク

タ
ー
に
統
一
さ

れ
、
気
が
つ
け

ば
、
こ
こ
10
年

ほ
ど
で
売
り
上

げ
が
15
倍
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
と
は
い
え
、
製
品
に
は
当

社
の
名
前
は
一
切
出
て
き
ま

せ
ん
。
大
手
ス
ポ
ー
ツ
用
品

メ
ー
カ
ー
の
依
頼
を
受
け
て
、

製
品
化
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
の
業
界
で
、

大
手
４
社
と
取
り
引
き
が
あ

る
と
い
う
の
は
、
異
例
中
の

異
例
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
ナ
イ
ス
㈱
の
最
大
の
特
徴

は
、
選
手
の
要
望
に
合
わ
せ

た
徹
底
し
た
受
注
生
産
で
、

そ
の
発
端
は
日
本
を
代
表
す

る
関
西
の
大
学
出
身
の
捕
手

と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

　
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
フ
ァ
ウ

ル
チ
ッ
プ
が
捕
手
の
プ
ロ
テ

ク
タ
ー
に
当
た
っ
て
は
ね
る
。

塁
上
の
選
手
は
楽
々
と
次
の

塁
へ
。
は
ね
な
い
で
ポ
ト
リ

と
捕
手
の
す
ぐ
前
に
ボ
ー
ル

が
落
ち
る
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
は
、

お
も
長
な
顔
に
ぴ
っ
た
り
と

合
う
マ
ス
ク
は
、
脚
に
ま
と

わ
り
つ
く
よ
う
な
レ
ガ
ー
ス

は
な
い
か
、
と
い
う
要
望
で

し
た
。
苦
労
し
ま
し
た
が
、

現
場
の
社
員
た
ち
と
工
夫
を

重
ね
て
ク
リ
ア
ー
で
き
た
こ

と
が
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
年
間
売
り
上
げ
は

子
会
社
を
含
め
約
８
億
円
。

プ
ロ
選
手
か
ら
の
別
注
品
は
、

そ
の
う
ち
の
５
％
。

　
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
日
本
チ
ー
ム
が

優
勝
し
た
り
、
北
京
五
輪
で

女
子
ソ
フ
ト
が
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大

リ
ー
ガ
ー
た
ち
の
姿
が
テ
レ

ビ
で
流
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
社
員
た
ち
は
、「
あ
れ

は
僕
が
作
っ
た
や
つ
だ
」
と

喜
び
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
り
ま
す
。
選
手
の
注
文

に
対
し
て
、
休
日
も
返
上
し

て
仕
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　
た
だ
困
る
の
は
、
プ
ロ
を

は
じ
め
、
大
半
が
春
に
新
チ

ー
ム
を
結
成
し
、
注
文
が
一

時
期
に
殺
到
す
る
点
で
す
。

一
年
を
通
し
て
安
定
し
た
注

文
が
く
る
よ
う
に
と
、
空
手

の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
や
ラ
グ
ビ

ー
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
、
自
衛

隊
の
格
闘
技
訓
練
用
の
プ
ロ

テ
ク
タ
ー
な
ど
も
手
が
け
る

世界の野球選手を守る防具専門メーカーのナイス㈱

中西博之さ
ん

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
当
社
の
自
慢
は
、

職
人
の
若
さ
と
能
力
の
高
さ

で
す
。
新
卒
者
は
お
り
ま
せ

ん
。
元
教
師
や
大
手
生
保
、

一
部
上
場
企
業
な
ど
の
出
身

者
で
す
。
彼
ら
は
複
雑
な
人

間
関
係
や
売
上
至
上
主
義
か

ら
逃
れ
、
小
さ
な
町
工
場
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
精
神
的

に
開
放
さ
れ
た
彼
ら
は
「
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
」
プ
ロ
テ
ク
タ

ー
を
作
る
こ
と
に
生
き
甲
斐

を
感
じ
、
日
々
機
械
と
向
き

合
い
、
商
品
開
発
を
し
て
会

社
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
経
理
部
長
は
龍
大
税
務

会
計
学
研
究
会
の
友
人
で
、

会
社
の
経
理
や
人
事
、
生
産

管
理
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
く
れ
て
お
り
ま

す
。
社
員
に
は
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
私
の
夢
は
そ
ん
な

彼
ら
に
給
料
は
安
い
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
、
退
職
金
だ

け
は
上
場
企
業
を
上
回
り
、

業
界
で
ト
ッ
プ
に
な
り
恩
返

し
す
る
こ
と
と
、
今
後
も
ス

ポ
ー
ツ
選
手
を
守
る
プ
ロ
テ

ク
タ
ー
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し

て
、
さ
ら
に
特
化
し
て
い
く

こ
と
で
す
。

Y
O
U
 TU
B
E

　
動
画
「
中

西
博
之
」
検
索
に
て
ナ
イ
ス

㈱
会
社
紹
介

中西博之（なかにし・ひろゆき）＝55（昭
30）年生まれ。79（昭 54）年、経済学
部卒業。学生時代は税務会計研究会に所属
し、水原總平ゼミ。サラリーマンを経て89
年にナイス㈱の代表取締役社長に就任。同
社を防具専門メーカーとして、とくに野球プ
ロテクターのシェアは８割をこえるオンリー
ワン企業に。関西スポーツ用品工業協同組
合の理事。奈良県香芝市在住。

経営者登場

メジャーリーガーや日本のプロ野球選
手の要望に応えたボールがはねないナ
イス製のプロテクター

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
に
成
長

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
に
成
長

　
短
い
経
文
の
中
に
仏
教
で

説
か
れ
る
「
空
」
の
教
え
が

凝
縮
さ
れ
た
「
般
若
心
経
」。

今
こ
そ
、
そ
の
実
践
を
と
提

唱
す
る
著
者
が
、「
こ
こ
ろ

を
楽
に
す
る
人
生
の
智
慧
」

を
や
さ
し
く
語
り
か
け
る
。

　
Ｂ
６
判
2
0
8
頁
・
講
談

社
・
１
４
２
９
円
（
税
別
）

歌
う
。
尼
さ
ん

や
な
せ
な
な
（
99
年
文
卒
）

　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
や
な
せ
な
な
さ
ん
の
自

伝
と
エ
ッ
セ
イ
。
司
馬
遼
太

郎
記
念
財
団
理
事
長
の
福
田

み
ど
り
さ
ん
が
「
本
書
を
読

ん
で
、
さ
り
げ
な
く
生
き
て
、

さ
り
げ
な
く
死
ん
で
い
く
こ

と
に
人
間
の
究
極
の
意
味
が

あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
」
と
。

Ｂ
６
判
1
７
６
頁
・
遊
タ
イ

ム
出
版・１
３
０
０
円（
税
別
）

浪
華
の
刑
事
―
わ
た
し

た
ち
は
ど
う
犯
罪
に
備

え
た
ら
よ
い
か

廣
田
勝
志

　
捜
査
二
課
管
理
官
、
生
活

安
全
特
別
捜
査
官
、
警
察
署

長
な
ど
を
歴
任
し
た
著
者
が
、

人
々
に
降
り
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
犯
罪
を
手
口
別
に
詳

細
に
解
説
し
、
安
全
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

　
Ｂ
６
判
２
６
０
頁
・
文
芸

社
・
１
３
６
５
円(

税
込)

戦
争
の
時
代
の
子
ど
も

た
ち
―
瀬
田
国
民
学
校
五

年
智
組
の
学
級
日
誌
よ
り

吉
村
文
成

　
学
校
の
様
子
を
色
彩
豊
か

に
描
い
た
瀬
田
国
民
学
校
の

学
級
日
誌
は
、
同
時
に
空
襲

や
疎
開
、
学
徒
動
員
な
ど
戦

時
下
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
、
子

ど
も
の
目
線
で
綴
っ
た
貴
重

な
記
録
で
、
戦
争
に
染
ま
ら

な
い
子
ど
も
た
ち
の
強
さ
や

明
る
さ
を
紹
介
。

　
新
書
判
・
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア

新
書
・
９
４
０
円
（
税
別
）

ま
ち
づ
く
り
と
創
造
都

市
2
地
域
再
生
編（
共
著
）

村
田
和
繁

海
家
聖
雄

　「
創
造
都
市
の
経
済
・
経

営
論
」
と
「
創
造
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
も
と
め
て
」
の
２

部
構
成
。
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
と
し
て
の
商
店
街
か
ら
、

音
楽
産
業
や
メ
デ
ィ
ア
・
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
を
軸
と
し
た

町
づ
く
り
や
歴
史
的
な
町
づ

く
り
な
ど
を
紹
介
。

Ａ
５
判
２
８
０
頁
・
晃
洋
書

房
・
２
３
０
０
円
（
税
別
）

す
ぐ
書
け
る
志
望
理
由
書

完
全
マ
ニュア
ル

内
田
　
悟

　「
合
格
す
る
た
め
の
」
志

望
理
由
書
の
書
き
方
を
解
説

し
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
を

基
本
か
ら
解
説
。
就
職
希
望

者
も
活
用
可
能
の
Ａ
Ｏ
入
試・

推
薦
入
試
攻
略
本
の
決
定
版

　
Ｂ
５
判
１
０
３
頁
・
真
珠

書
院
・
８
４
０
円
（
税
別
）

か
た
よ
ら
な
い 

こ
だ
わ

ら
な
い 

と
ら
わ
れ
な
い

般
若
心
経
の
力

村
上
太
胤

新刊紹介
（
69
年
文
卒
・

  

薬
師
寺
執
事
長
）

（
06
年
法
院
了
・
元

警
察
大
学
校
教
授
）

（
92
年
文
卒
・
大
阪
電
気

通
信
大
学
高
等
学
校
教
諭
）

（
82
年
法
卒
・
京
都

市
職
員
）

（
73
年
済
卒
）

（
国
際
文
化

 

学
部
元
教
授
）

や
な
せ
な
な
（
9
年
文

）

海

雄

会
報
71
号
に
て
挙
式
日
を
５
月
28
日

と
掲
載
し
ま
し
た
山
本
真
理
子
さ
ん

の
挙
式
は
５
月
22
日
の
誤
り
で
し
た
。

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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校友会　今後の「行事予定」
結果報告記事ばかりでなく、これから何をするの
か予定を知りたい」との校友の方 か々らのご要望
にお応えして、今回から「2011年度校友会行事
予定」を掲載しました。校友会活動にふるってご
参加下さい。

法
学
部
同
窓
会

　
10
年
度
の
新
司
法
試
験
に

法
科
大
学
院
生
70
人
が
受
験

し
、
44
人
が
短
答
式
試
験
を

パ
ス
し
、
う
ち
８
人
が
最
終

合
格
を
は
た
し
た
。
法
学
部

同
窓
会
で
は
こ
の
８
人
に
対

し
記
念
品
を
贈
呈
す
る
と
共

に
、
10
月
６
日
に
深
草
キ
ャ

ン
パ
ス
４
号
館
地
下
ラ
ウ
ン

ジ
で
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
桐
友
会
で
は
１
月
26
日
に

東
京
・
築
地
別
院
に
集
合
し
、

　
法
学
部
同
窓
会
主
催
の
学

部
合
同
同
窓
会
「
リ
ユ
ニ
オ

ン
」
が
11
月
７
日
、
龍
谷
大

学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
も
い

き
荘
で
開
催
さ
れ
た
。

　
第
５
回
目
と
な
る
こ
の
同

窓
会
に
は
、
鈴
木
龍
也
法
学

部
長
や
田
中
則
夫
法
科
大
学

院
長
、
武
久
征
治
教
授
、
高

橋
進
教
授
を
は
じ
め
、
引
退

新
司
法
試
験
合
格
８
人

に
記
念
品
贈
呈・祝
賀
会

矯
正
教
化
支
部「
桐
友
会
」

東
京
で
研
修
会

第
５
回「
リ
ユ
ニ
オ
ン
」

10
年
11
月
に
開
催

ト
ル
コ
・
ブ
ル
サ
で
「
大
谷
光
瑞
展
」

さ
れ
た
上
田
勝
美
先
生
、
小

畑
雄
治
郎
先
生
も
出
席
。
学

年
や
ゼ
ミ
を
超
え
た
交
流
が

行
わ
れ
た
。

職
域
支
部

府
中
刑
務
所
前
で

参
拝
の
あ
と
更
生
保
護
法
人

「
両
全
会
」
メ
ン
バ
ー
と
交

流
会
を
行
っ
た
。
翌
27
日
に

は
府
中
刑
務
所
を
見
学
し
、

同
刑
務
所
教
誨
師
・
篤
志
面

接
委
員
と
意
見
交
換
し
た
。

　（
事
務
局
＝
巖
水
法
乗
）

　「
ブ
ル
サ
に
お
け
る
初
の

ト
ル
コ
・
日
本
産
業
連
携
＝

ギ
ョ
ク
チ
ェ
ン
家
と
大
谷
光

瑞
展
」
が
昨
年
９
月
15
日
か

ら
ブ
ル
サ
市
立
博
物
館
で
開

催
さ
れ
た
。
大
谷
光
瑞
師
は

今
か
ら
１
２
０
年
前
、
ト
ル

コ
で
ギ
ョ
ク
チ
ェ
ン
家
当
主

と
共
に
「
日
土
織
物
会
社
」

を
創
設
し
た
。
そ
こ
で
龍
谷

大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
ら

が
加
わ
り
、
外
務
省
「
ト
ル

コ
に
お
け
る
日
本
年
」
事
業

と
し
て
同
展
覧
会
を
開
い
た
。

校
友
会
で
は
、
こ
の
事
業
に

資
金
提
供
を
し
て
い
る
。

織物工場の遺品が展示された会場

　
12
月
６
日
、
龍
谷
大
学
職

業
会
計
人
グ
ル
ー
プ
（
Ｒ
Ａ

Ｓ
）
が
、
近
畿
税
理
士
会
の

会
員
研
修
の
認
定
団
体
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
税
理
士
会

で
は
、
１
年
間
36
時
間
を
こ

え
る
税
務
・
会
計
・
法
律
・

経
済
・
経
営
に
関
す
る
研
修

を
義
務
づ
け
て
お
り
、
Ｒ
Ａ

Ｓ
の
行
っ
て
い
る
研
修
も
、

こ
れ
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
Ｒ
Ａ
Ｓ
は
今
後

と
も
研
修
を
通
じ
て
資
質
の

向
上
と
、
社
会
貢
献
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
尾
崎
春
樹
Ｒ
Ａ
Ｓ
会
長
）

〈 地域支部 〉
支部 支部長名 連絡先

北海道支部 海野　英爾 69・文 毛利　浄圓（仁） 理事 93・文 011-611-9322 札幌別院内
東京支部 西來　武治 53・文 西來　武治 支部長 53・文 03-5386-8651 自宅
神奈川県支部 佐々木　俊博 74・文 佐々木　俊博 支部長 74・文 044-522-3252 自宅
愛知県支部 八木　勇龍 81・済 横井　昭 事務局長 76・営 052-852-3211 横井定㈱
富山県支部 青山　祐玄 63・文 篁　暢 事務局長 98・院了 090-3943-7366 富山別院
岐阜県支部 坂口　祐紹 84・文 辻　信昭 事務局長 94・短 058-262-0231 岐阜別院内
滋賀県・中主支部 福永　恵順 52・文
大阪・枚方支部 田口　敬規 98・文
大阪・中央支部 山﨑　一夫 72・法 山藤　宗城 事務局長 69・済 06-6857-3110 自宅
大阪・北大阪支部 堤　清貢 72・営 堤　清貢 支部長 72・営 080-2404-1536 自宅
奈良県支部 上野　道善 62・文
兵庫県・神明支部 廣橋　岳登 58・文 井藤　圭湍 事務局長 68･ 文 078-911-3755 自宅
兵庫県・姫路支部 菅　義成 58・文
兵庫・丹篠支部 酒井　勝彦 66・文 篠倉　庸良 事務局長 76・営 090-1582-2576 ㈱ささめ針
三重県支部 安部　信清 56・文 安部　信清 支部長 56・文 0599-26-3680 自宅
和歌山・海南有田支部 市原　静夫 72・営 宮井　功 事務局長 80・済 0737-62-2667 自宅
岡山県支部 佐々木　文麿 62・文 林　俊輔 事務局長 82・文 086-264-2801 岡山県立岡山芳泉高等学校
広島県支部 神鳥　誠 72・文 坂山　顕之 理事 96・短 082-231-0302 広島別院内
山口県支部 藤谷　光信 60・文 羽嶋　豪太郎 事務局長 73・法 0834-62-5012 自宅
香川県支部 鎌田　紀夫 55・文 三野　正博 事務局長 91・法 090-6881-8838 自宅
愛媛県支部 嶋　潔 77・営 嶋　潔 支部長 77・営 089-947-0040 自宅
徳島県支部 細川　浄忍 54・文 来見　明信 事務局長 72・文 088-625-3690 自宅
高知県支部 岡崎　豊 80・法
大分県支部 大在　淳空 58・文 高尾　正音 事務局長 88・文 0977-22-0146 別府別院内
鹿児島県支部 岡野　龍信 81・文 岡野　龍信 支部長 81・文 0996-56-0337 本龍寺
熊本県支部 黒田　宏信 71・文 黒田　宏信 支部長 71・文 0966-87-0706 覚圓寺
〈 海外支部 〉

支部 支部長名 連絡先
ハワイ 松本エリック達雄 91・院了
南カリフォルニア 中垣　絋道 62・文 校友会事務局 075-645-2015
北カリフォルニア 小杭　好臣 62・文
〈 職域支部 〉

支部 支部長名 連絡先
パナソニックグループ（紫松会） 丸山　竹司 76・法 丸山　竹司 支部長 76・法 06-6634-6675 自宅
寝屋川市市役所（紫友会） 岡本　和博 81・法 岡本　和博 支部長 81・法 072-824-1181 寝屋川市役所内
尼崎市市役所支部（龍翔会） 今村　博史 80・法
門真市市役所支部（紫門会） 松下　司 77・法

マスコミOB会 乾　勉 72・済

職業会計人グループ（RAS） 尾崎　春樹 71・営 尾崎　春樹 支部長 71・営 075-645-1601 自宅
矯正施設支部（ぎんなん会） 畠山　晃朗 64・社 山本　雄一 事務局長 94・法 072-233-3326 大阪少年鑑別所内
教誨師・篤志面接委員（桐友会） 吉光　宏昭 60・文 吉光　宏昭 支部長 60・文 06-6302-7950 自宅

2011年度　龍谷大学校友会　支部一覧 2011年度　龍谷大学校友会行事予定

お知らせ

今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
は

10
月
29
日（
土
）
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

11
月
６
日（
日
）
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
深
草
の
み

『
龍
谷
大
学
関
係
戦
没
者
名
簿
』
刊
行

龍
谷
大
学
戦
没
者
追
悼
法
要
挙
行

11
月
６
日（
日
）
深
草
・
顕
真
館

　
午
前
10
時
〜

戦
没
者
ご
遺
族
・
校
友
の
皆
様
ご
参
列
を
。

展
観
「
戦
争
と
龍
谷
大
学
」
開
催
と
お
願
い

10
月
28
日（
金
）〜
11
月
６
日（
日
）
大
宮
学
舎
清
和
館
。

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。
当
時
の
学
生
生
活
が
偲
ば
れ
る

制
服
や
授
業
ノ
ー
ト
、
写
真
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
当
調

査
室
ま
で
。
お
問
い
合
わ
せ
は
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
「
龍
谷

大
学
関
係
戦
没
者
調
査
室
」（
新
田
光
子
・
下
川
幸
恵
・

牛
島
悠
紀
）☎
０
７
５‐２
７
５‐２
１
１
９ 

。

経
営
学
部
同
窓
会
Ｒ
ｙ
ｕ
’ｓ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
配
信

同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
を
使
い
「
リ
ュ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
」

で
①
ゼ
ミ
同
窓
会
②
校
友
の
ク
ラ
ブ
・
文
化

活
動
の
連
絡
網
③
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
へ
の
広
告
な

ど
に
も
ご
利
用
を
。
申
し
込
み
はhttp://w

w
w
.ryukoku.biz

携
帯
は
Ｑ
R
コ
ー
ド
で

法
学
部
同
窓
会
　
８
月
に
ス
ペ
イ
ン
ツ
ア
ー

８
月
23
日
発
、
ス
ペ
イ
ン
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
マ
ド
リ
ー
ド

７
日
間
」
の
ツ
ア
ー
を
開
催
。
詳
細
は
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
で
。

職
業
会
計
人
グ
ル
ー
プ

近
畿
税
理
士
会
の

会
員
研
修
認
定
団
体
に

宿泊研修施設『龍湖荘』
  （滋賀県高島市安曇川近江白浜）
改修工事と料金改定のお知らせ
□改修工事 ３月26(土)～４月28日
（木）まで工事のため休館。
４月29日（金）より再開。
□料金改定（一泊料金）
大　人：中学生以上2,000円
こども：小学生　　1,000円

落
語
家
林
家
染
二
さ
ん

大
阪
「
天
満
繁
昌
亭
」
公
演

4
月
16
日
（
土
）
18
時
。
全

席
指
定
２
千
５
百
円
（
校
友

200

円
引
き
）。
５
・
22
／
６
・

18
／
７
・
16
／
8
・
20
も
。

SO
M
EJI

事
務
所

T
E
L:

0
6-

6
3
5
5-

4
6
4
9

F
A
X:

0
6-

6
3
5
5-

4
6
5
9

ギ
タ
ー
リ
ス
ト
山
本
幸
二
さ
ん

５
月
に
演
奏
会

山
本
幸
二
さ
ん（
71
年
済
卒
）

が
５
月
15
日（
日
）14
時
〜
龍

谷
大
学
ア
バ
ン
テ
ィ
響
都
ホ

ー
ル（
JR
京
都
駅
前
）で
。
入

場
料
３
千
円（
校
友
は
割
引
）。

m
etia6gen@

gm
ail.com

ま
で
。

　福井県には1900人、石川県には
1100人と、多くの校友が活躍されて
います。6月に龍谷大学と校友会、親
和会（保護者会）の３者が力を合わせ、
大きなイベントを開催予定です。
　福井・石川両県の校友の皆様のご
支援をいただくには、校友会の支部
結成が不可欠です。両県に在住およ
び勤務の校友の皆様の中で、支部設
立にご協力いただける方を募ってい
ます。自薦他薦を問いません。どうぞ、
校友会事務局までご一報下さいます
よう、お願い申し上げます。両県と
も3月中にアンケートを送付いたし
ます。

福井・石川県支部結成へ
在住の校友はご協力を！

訃
報

坪
井
俊
映
門
主

　
浄
土
門
主
で
知
恩
院
門
跡

の
坪
井
俊
映
さ
ん
（
44
年
文

研
究
科
修
了
）
が
10
年
９
月

６
日
、
95
歳
で
逝
去
。

大
月
　
誠
名
誉
教
授

　
経
済
学
部
元
教
授
の
大
月

誠
名
誉
教
授
が
、
10
年
10
月

26
日
に
76
歳
で
逝
去
。

〈 学部同窓会 〉
同窓会会長 学内窓口担当者

文学部・短期大学部 釋　晃 60・文 若林　雅子 00・文
経済学部 湯口　博 69・済 山川　剛史 99・済
経営学部 阪口　新太郎 76・営 辻川　淳一 75・営
法学部 町田　徳男 80・法 村上　孝弘 86・法
理工学部 木林　哲正 94・理工 内田　順子 98・理工
社会学部 荒川　林太郎 93・社 乗金　悟 02・社
国際文化学部 神崎　明日香 00・国 曽我部　和彦 00・国

学内窓口　Tel　校友会事務局　075-645-2015

2011/2/21現在

月　日 曜日 支部名 行事内容 開催場所
4月 1日 金 大学 入学式 深草キャンパス
4月 17 日 日 和歌山・海南有田支部 総会・落語会 かどや食堂（湯浅駅前）
4月 23 日 土 大阪・北大阪支部 第１回北大阪支部ゴルフコンペ 三木フォレストカントリー

4月～ 10 月 職業人会計グループ支部（RAS） 日本商工会議所簿記３級～１級の無料講習会 深草キャンパス
4月開催 兵庫・丹篠支部 総会・懇親会 丹波地域
4月開催 大分県支部 総会・懇親会 別府 亀の井ホテル（予定）
5月 14 日 土 経営学部同窓会 第 21回定期総会 深草キャンパス 21 号館 508 教室
5月 14 日 土 経済学部同窓会 第 24回定期総会 深草キャンパス
5月 18 日 水 大学 降誕会 深草キャンパス
5月 22 日 日 三重県支部 第７回総会・懇親会 津市　プラザ洞津
5月 28 日 土 大阪・中央支部 第８回定期総会・懇親会 津村別院（北御堂）
5月 28 日 土 東京支部 総会・懇親会 築地本願寺
5月 28 日 土 北海道支部 総会・懇親会 札幌後楽園ホテル
5月開催 寝屋川市役所支部（紫友会） 総会・懇親会 太閤園（TAIKO-EN)
6 月 4 日 土 神奈川県支部 総会・懇親会 横浜方面で検討中
6月 5日 日 愛知県支部 総会・懇親会 愛知産業労働センター ウィンクあいち
6月 26 日 日 岡山県支部 総会・懇親会 津山市内
6月開催 香川県支部 総会・懇親会 高松市内（予定）
6月開催 社会学部同窓会 総会
7月 2日 土 職業人会計グループ支部（RAS） 総会、公認会計士・税理士業務説明会、研修会 深草キャンパス
7月 8日 土 矯正施設支部（ぎんなん会） 総会及び研究会 龍谷大学矯正保護総合センター
7月 9日 土 岐阜県支部 総会・講演会 ホテル　グランヴェール岐山
7月 9日 土 経営学部同窓会 経営学部在学生奨学助成事業　第２次選考会 深草キャンパス
7月 30 日 土 大阪・北大阪 茨木フェスティバル出店（～ 31日） 茨木市役所前グラレド
7月開催 鹿児島県支部 総会・懇親会 鹿児島別院
7月開催 山口県支部 総会・親睦ゴルフ大会・記念講演会 未定
7月開催 兵庫県・神明 総会・懇親会 未定
8月 26 日 金 熊本県支部 総会・文化講演会 熊本ホテルキャッスル
8月 27 日 土 愛知県支部 納涼会 名古屋駅周辺
8月開催 滋賀県・中主支部 総会・懇親会 未定
9月 3日 土 愛媛県支部 総会・講演会・懇親会 松山市　光月亭
9月 16 日 金 大学 9月入学式・卒業式 深草キャンパス
９月開催 姫路支部 総会・懇親会 姫路キャッスルホテル
10月 2日 日 大阪・北大阪支部 第２回総会・懇親会 茨木市役所　スカイホール
10月 15 日 土 南カリフォルニア支部 物故者追悼法要 オレンジ郡佛教会本堂
10月 18 日 火 大学 報恩講
10 月 29 日 土 大学 龍谷祭（～ 30日）　ホームカミング・デー 29日 瀬田キャンパス
11 月 4日 日 大学 龍谷祭（～６日）　ホームカミング・デー６日 深草キャンパス
11月 5日 日 校友会 第 27 回全国支部長会 京都ロイヤルホテル＆スパ
11月 6日 日 校友会 校友会　総会・龍谷賞授賞式 深草キャンパス　顕真館
11月 27 日 日 神奈川県支部 望年会 ハマボウル（横浜駅西口）
11月開催 北カリフォルニア支部 総会・懇親会 バークレー浄土真宗センター
12月 2日 日 職業人会計グループ支部（RAS） 公認会計士・税理士個別説明会 深草キャンパス
12月 4日 日 大学 親和会創立 50周年記念・講演会 大阪中央公会堂・リーガロイヤルホテル大阪
12月 4日 日 愛知県支部 忘年会 名古屋駅周辺
2012年
１月開催 東京支部 新入会員歓迎会＆年賀会 ＮＨＫ青山荘（予定）
2月 3日 金 矯正施設支部（ぎんなん会） 総会・研究会 龍谷大学矯正保護統合センター
2月開催 南カリフォルニア支部 総会・懇親会 ロサンゼルス・ガーデナ佛教会
2月開催 尼崎市役所支部（龍翔会） 総会・懇親会 ＪＲ駅前駅近辺
3月 15 日 木 大学 卒業式（Ｌ・Ｓ・Ｅ・Ｂ・Ｊ） 深草キャンパス
3月 16 日 金 大学 卒業式（Ｔ・Ｃ・Ｗ） 瀬田キャンパス
3月開催 パナソニックグループ支部（紫松会） 総会・懇親会 松心会館

6月 9日～ 土 神奈川県支部 ハワイ支部訪問旅行　交流会 ハワイ支部（ホノルル）
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05
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た

兵
庫
県
・
神
明
支
部
（
神
戸

市
垂
水
区
・
西
区
・
明
石
市
・

加
古
川
市
在
住
及
び
勤
務
の

校
友
支
部
）
が
５
周
年
を
迎

え
、
10
年
11
月
27
日
に
記
念

事
業
を
明
石
市
立
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
「
龍
谷
大
学
吹

奏
楽
部
演
奏
会
」
を
開
催
し

た
。
同
吹
奏
楽
部
は
全
日
本

大
学
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

金
賞
８
回
の
大
学
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
実
績
を
誇
る
。

　
ま
た
今
回
の
記
念
事
業
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
明
石
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
協
賛
し
た

こ
と
か
ら
演
奏
会
が
放
映
さ

れ
、
明
石
市
、
明
石
教
育
委

員
会
、
明
石
市
吹
奏
楽
連
盟
、

神
戸
新
聞
社
が
後
援
。
こ
の

地
域
は
吹
奏
楽
が
盛
ん
な
こ

と
で
も
知
ら
れ
、
同
市
の
中

学
、
高
校
の
吹
奏
楽
部
員
が

指
導
教
員
と
共
に
多
数
訪
れ
、

約
１
千
人
の
観
客
が
熱
演
に

大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
。

　
10
年
８
月
22
日
、
初
の
試

み
と
な
る
「
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ

in
北
御
堂
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
教

室
」
を
開
催
し
た
。
指
導
は

理
工
学
部
の
岩
本
太
郎
教
授

と
同
研
究
室
の
学
生
で
、
保

護
者
同
伴
の
子
ど
も
た
ち
が

約
３
時
間
、
ロ
ボ
ッ
ト
作
り

や
学
生
の
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
対

決
を
楽
し
ん
だ
。

大
阪
・
中
央
支
部

子
ど
も
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

和
歌
山
県
・
海
南
有
田

支
部
設
立
記
念
講
演
会

地
域
支
部

同
期
会

5
周
年
で
吹
奏
楽
部
演
奏
会

兵
庫
県・神
明
支
部

龍谷大学校友会2010年度行事報告
2010.4.1 ～ 2011.3.31

　
昨
年
の
６
月
に
発
足
し
た

和
歌
山
県
・
海
南
有
田
支
部

（
市
原
静
夫
支
部
長
＝
72
年

営
卒
）
が
設
立
を
記
念
し
て

10
年
９
月
11
日
、
有
田
市
文

化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
講
演
会

を
開
催
し
、
多
数
の
校
友
や

市
民
が
聴
講
し
た
。

　
最
初
に
若
原
道
昭
学
長
が
、

３
７
０
周
年
を
迎
え
た
日
本

最
古
の
龍
谷
大
学
の
歩
み
と
、

時
代
を
先
取
り
し
て
き
た
進

取
の
精
神
に
つ
い
て
論
及
。

続
い
て
客
員
教
授
で
聖
護
院

門
主
の
宮
城
泰
年
さ
ん
（
54

年
文
卒
）
が
「
熊
野
古
道
と

聖
護
院
山
伏
」
と
題
し
て
、

世
界
遺
産
・
熊
野
古
道
の
往

時
の
参
詣
の
様
子
や
山
伏
修

行
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
公
演
終
了
後
は
支
部
の
主

催
で
、
地
元
の
有
田
中
央
高

校
、
海
南
高
校
、
耐
久
高
校
、

箕
島
高
校
の
校
長
や
教
諭
と
、

若
原
学
長
や
西
垣
泰
幸
副
学

長
と
の
懇
話
会
を
開
催
し
た
。

　
恒
例
の
「
新
会
員
歓
迎
＆

校
友
年
賀
会
」
を
１
月
26
日

渋
谷
区
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
山
荘
で

開
催
。
参
加
者
も
回
数
を
重

ね
る
度
に
増
え
、
今
回
は
42

名
で
、
来
賓
と
し
て
三
村
峯

男
校
友
会
会
長
、
不
二
川
公

勝
築
地
別
院
輪
番
、
藤
谷
光

信
参
議
院
議
員
（
山
口
県
支

部
支
部
長
）、
神
奈
川
県
支

部
よ
り
、
石
黒
秀
樹
支
部
役

員
、
稲
葉
興
一
朗
支
部
役
員

の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
い

た
。

　
一
人
１
分
間
の
自
己
紹
介

や
会
員
相
互
の
情
報
交
換
も

活
発
に
行
い
、
龍
谷
大
学
を

題
材
と
し
た
〝
ク
イ
ズ
龍
大

検
定
〞
を
開
催
。
賞
品
に
は

龍
谷
グ
ッ
ズ
や
校
友
か
ら
の

提
供
品
が
持
ち
寄
ら
れ
、
ク

東
京
支
部
で
新
会
員

歓
迎
・
校
友
年
賀
会

徳
島
県
支
部
総
会

と
講
演
会

イ
ズ
で
初
め
て
知
る
母
校
の

偉
大
さ
を
改
め
て
実
感
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

＊
平
成
23
年
度
東
京
支
部
総

会
案
内
＝
日
時
・
平
成
23
年

５
月
28
日（
土
）午
後
３
時
受

付
・
本
願
寺
築
地
別
院

※H
P

ア
ド
レ
ス http://

w
w
w
.ryukoku-tokyo.info

青山荘での歓迎・年賀会 講演する宮城さん

前列が指導の学生たち

校友の店・笹乃庄での総会

中高生の吹奏楽部員が大ぜい参加

　
10
月
2
日
の
総
会
後
、
増
田

啓
子
教
授
が
、
徳
島
県
か
ら
み

る
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
講
演
。

昨
年

後
期

 

・
文
学
部
32(

昭
57)

年
入
学

　
　
　
同
期
会
６
月
大
分

 

・
龍
谷
大
学
一
期
会

　
　
　(

49
年
入
学)
９
月
京
都

 

・
59(

昭
34)

年
度
入
学

　
　
　
同
期
会
10
月
京
都

 

・
81(

昭
56)

年
卒
文
・

　
　
　
社
会
学
専
攻
10
月
神
戸

 

・
78
年
国
史
卒
10
月
京
都

 

・
68
年
短
大
社
福
科
卒

　
　
　
同
期
会
11
月
深
草

 

・
84
年
短
大
卒
11
月
深
草

 

・
81(

昭
56)

年
短
大
社
福
科
卒

　
　
　
同
期
会
11
月
京
都

 

・
09
年
短
大
児
童
福
祉

　
　
　
同
期
会
12
月
京
都

※
文
・
短
同
窓
会
の
同
期
会

に
つ
い
て
は
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
と
な
り
ま
す
。

開催日 曜日 主催者 内容 会場
４月９日 水 大学主催・校友会・親和会 「ふるさとタイム」地方からの新入生の懇親会 深　草　４号館５階フロアー
４月９日 水 文学部・短期大学部同窓会 マスコミ論の開講　　　（文３年生対象） 大　宮　キャンパス（前期・後期）
４月１５日 木 文学部・短期大学部同窓会 キャリア開発論の開講　（文３年生対象） 大　宮　キャンパス（前期）
４月１５日 木 文学部・短期大学部同窓会 キャリアデザイン論の開講（短１年生対象） 深　草　キャンパス（前期）
４月２６日 月 大分県支部 総会・講演会 ( 岡地勝二教授 )・懇親会 別府市　亀の井ホテル
４月２７日 火 校友会　本部 校友会賞選考委員会 深　草　紫英館 理事室
５月７日 金 寝屋川市役所支部（紫友会） 総会・懇親会 大阪市　太閤園
５月１９日 水 校友会　本部 第１回理事会 深　草　紫英館 会議室
５月２１日 金 校友会　本部 校友会賞授賞式「坊ちゃん文学賞」村長沙李さん 深　草　顕真館
５月２３日 日 高知県支部 総会・講演会（岡地教授）・懇親会 高知市　サンライズホテル
５月２４日 月 校友会　本部 第１回広報部会（校友会報７１号編集） 深　草　校友会事務局会議室
５月２８日 金 経営学部同窓会 創設４０周年記念事業「上海万博視察旅行」 上海ホテル（5/28-5/30）
５月２９日 土 北海道支部 総会・講演会（西垣副学長）・懇親会 札幌市　後楽園ホテル
５月２９日 土 東京支部 総会・パイプオルガンコンサート・懇親会 東京都　築地本願寺
５月２９日 土 大阪・中央支部 総会・懇親会（太神楽曲芸） 大阪市　津村別院ホール
６月５日 土 文学部・短期大学部同窓会 フライトアテンダントセミナー（文 2・3年生対象） 大　宮　キャンパス
６月６日 日 愛知県支部 総会・懇親会 名古屋市　ロイヤルパークイン名古屋
６月１２日 土 富山県支部 総会・講演会 ( 飛鳥寛栗氏 )・懇親会 富山市　本願寺富山別院

６月１３日 日 奈良県支部（奈良龍大会）
設立１０周年記念総会・吹奏楽部コンサート

奈良市　ならまちセンターホール
講演会（井上博道氏）・落語（染二さん）・懇親会

６月１３日 日 広島県支部 総会・講演会（岡地勝二教授）・親睦会 広島市　ホテルセンチュリー２１
６月１９日 土 鹿児島支部 総会・講演会（椹木監督）・懇親会 鹿児島市　鹿児島別院
６月２４日 木 文学部・短期大学部同窓会 特別講演会　講師　呉　善花氏 大　宮　キャンパス
６月２５日 金 教誨師・篤志面接委員（桐友会） 設立１０周年記念総会・記念式典・祝賀会 京都市　京都東急ホテル
６月２６日 土 神奈川県支部 設立５周年記念総会・講演会（若原学長）・懇親会 横浜市　 ワークピア横浜 他
６月２６日 土 和歌山県・海南有田支部 支部設立総会・懇親会 湯浅町　かどや食堂
６月２８日 月 校友会　本部 第２回校友会マーク検討委員会 深　草　校友会事務局会議室
７月３日 土 職業会計人グループ（ＲＡＳ） 総会・研修会・学生対象に「業務説明会」 深　草　２１号館５階教室

７月１０日 土 経営学部同窓会 経営学部在学生奨学助成事業選考会 深　草　キャンパス

７月１０日 土 岐阜県支部 総会・講演会・懇親会 岐阜市 ホテルグランヴェール岐山
７月１０日 土 矯正施設支部（ぎんなん会） 総会・研究会 深　草　至心館
７月１２日 月 校友会　本部 第２回広報部会（校友会報７１号編集） 深　草　校友会事務局会議室
７月１３日 火 校友会　本部 第２回理事会 深　草　校友会事務局会議室
７月１７日 土 山口県支部 総会・講演会（岡地勝二教授）・懇親会 萩　市　萩本陣
７月１７日 土 経営学部同窓会 創設４０周年記念事業「祇園祭山鉾巡行見学」 京都市　御池通り特別観覧席
７月１９日 祝 三重県支部 総会・懇親会 四日市　ロワジールホテル
７月２４日 土 兵庫県・神明支部 総会・懇親会 明石市　キャッスルホテル
７月２９日 木 校友会　本部 第３回広報部会（校友会報７１号編集） 深　草　校友会事務局会議室
８月２日 月 経済学部同窓会 「カルガリー大学交換留学奨学生」選考 深　草　紫英館

８月６日 金 校友会　本部 第３回校友会マーク検討委員会 深　草　校友会事務局会議室

８月６日 金 文学部・短期大学部同窓会 情報出版学特殊講義の開講 ( 文３年生対象 ) 大　宮　キャンパス（集中講義）
８月６日 金 文学部・短期大学部同窓会 作文力発信力養成講座の開講（文３年生対象 ) 大　宮　キャンパス
８月２２日 日 大阪・中央支部 キッズサンガ IN 北御堂 「ロボット教室」 大阪市　津村別院 会議室
８月２４日 火 法学部同窓会 特別企画「ウィーン７日間の旅」 ドバイ・ブタペスト・ウィーン（～8/30）
８月２７日 金 熊本県支部 総会・講演会（入澤 崇教授）・懇親会 熊本市　キャッスルホテル
８月２７日 金 ハワイ支部 懇親会・総会 ホノルル市　ハワイ本派本願寺
９月４日 土 愛媛県支部（龍愛会） 総会・懇親会 松山市　光月亭
９月９日 木 校友会　本部 龍谷賞選考委員会 深　草　紫英館 理事室

９月１１日 土 和歌山県・海南有田支部
支部設立文化講演会（聖護院 宮城泰年門主 )

有田市　有田市民会館
海南有田地区校長との懇談会（若原学長 )

９月１７日 金 校友会　本部 ９月卒業生・修了生新入会員歓迎祝賀会 深　草　４号館地下ラウンジ

2011.2.21 現在

開催日 曜日 主催者 内容 会場
９月１９日 日 経営学部同窓会 創設４０周年記念講演会・祝賀会 京都市　京都タワーホテル
９月２５日 土 兵庫県・姫路支部 設立５周年記念総会・懇親会 姫路市　キャッスルホテル
９月２６日 日 奈良県支部（奈良龍大会） 平城遷都 1300 年記念博覧会 見学会 奈良市　平城宮跡
９月２８日 火 校友会　本部 第３回理事会 深　草　紫英館 会議室
１０月２日 土 徳島県支部 総会・講演会（増田教授）・懇親会 徳島市　伊月・笹乃庄
１０月３日 日 大阪・北大阪支部 支部設立総会・吹奏楽部コンサート・懇親会 茨木市　ホテル日航茨木
１０月１３日 水 校友会　本部 第３回広報部会（校友会報７２号編集） 深　草　校友会事務局会議室
１０月１９日 火 校友会　本部 第１回常任理事会 深　草　校友会事務局会議室
１０月２３日 土 校友会　本部 ２０１０年度 校友会全国支部長会 熊本市　アークホテル熊本

１０月２４日 日 大学・校友会・親和会
「龍谷大学 in KUMAMOTO」 コンサート 

熊本市　熊本テレサホール
講演会　薬師寺　山田法胤管主

１１月６日 土 国際文化学部同窓会 設立１０周年記念祝賀会・総会 京都市　ハイアットリージェンシー
１１月７日 日 校友会　本部 ホームカミング・デー２０１０ 深　草　キャンパス

２０１０年度 校友総会・龍谷賞授賞式 深　草　顕真館
１１月７日 日 岡山県支部 総会 深　草　キャンパス
１１月７日 日 法学部同窓会 第５回法学部合同同窓会「リユニオン」 京都市　龍谷大学ともいき荘
１１月２７日 土 広島県支部 異業種交流会 広島市　ひろしま国際ホテル
１１月２７日 土 兵庫県・神明支部 設立５周年記念 吹奏楽部特別演奏会会 明石市　市民会館大ホール
１２月１日 水 東京支部 ホームページ完成　本部HPにリンク 東京支部　ホームページ
１２月３日 金 校友会　本部 三部会長会議（総務・広報・事業） 深　草　校友会事務局会議室
１２月３日 金 職業会計人グループ（ＲＡＳ） 相談会・懇親会 深　草　４号館地下ラウンジ
１２月４日 土 経済学部同窓会 宝ヶ池少年野球行政対抗オールスター戦 瀬　田　キャンパス野球場
１２月６日 月 職業会計人グループ（ＲＡＳ） 近畿税理士会会員研修の認定団体に認定 近畿税理士会
１２月１５日 水 校友会　本部 第５回広報部会（校友会報７２号編集） 深　草　校友会事務局会議室
１２月２０日 月 校友会　本部 第４回校友会マーク検討委員会 深　草　校友会事務局会議室
１２月２５日 土 滋賀県・中主支部 総会・懇親会 野洲市　佐兵衛
１２月２７日 月 校友会　本部 第４回理事会 京都市　京都ロイヤルホテル＆スパ
２０１１年
１月１２日 水 理工学部同窓会（後援） 龍谷大学新春技術講演会（大学主催） 大津市　大津プリンスホテル
１月１９日 水 校友会　本部 第６回広報部会（校友会報７２号編集） 深　草　校友会事務局会議室
１月２６日 水 東京支部 新会員歓迎会＆年賀会 東京都　NHK青山荘
２月１日 火 経営学部同窓会 Ryu's NET( ﾘｭｰｽﾞ ･ ﾈｯﾄ ) 同窓会員情報交換 経営学部同窓会　ホームページ
２月２日 水 尼崎市役所支部（龍翔会） 総会・懇親会 尼崎市　はなの舞
２月４日 金 校友会　本部 ２０１０年度 校友会奨励金授与式（８名） 深　草　紫英館 理事室
２月５日 土 矯正施設支部（ぎんなん会） 総会・研修会 深　草　至心館
２月１６日 水 南カリフォルニア支部 総会・懇親会 ガーデナ仏教会
２月１８日 金 校友会　本部 第７回広報部会（校友会報７２号編集） 深　草　校友会事務局会議室
２月２０日 日 大阪・中央支部 龍大寄席 in 北御堂　（林家染二・桂優々） 大阪市　北御堂津村別院
３月５日 土 パナソニックグループ（紫松会） 総会・講演会（岡地教授）・懇親会 吹田市　パナソニックリゾート大阪
３月９日 水 校友会　本部 第５回理事会 深　草　校友会事務局会議室
３月１７日 木 経営学部同窓会 校友会・経営学部同窓会新入会員歓迎祝賀会 京都市　リーガロイヤルホテル京都
３月１７日 木 経済学部同窓会 校友会・経斉学部同窓会新入会員歓迎祝賀会 京都市　京都ホテルオークラ
３月１７日 木 法学部同窓会 校友会・法学部同窓会新入会員歓迎祝賀会 京都市　京都ロイヤルホテル＆スパ
３月１７日 木 文学部・短期大学部同窓会 校友会・文・短学部同窓会新入会員歓迎祝賀会 京都市　ウエスティン都ホテル京都
３月１８日 金 理工学部同窓会（協賛） 卒業論文・修士論文ベストプレゼンテーション賞 瀬　田　キャンパス
３月１８日 金 国際文化学部同窓会 校友会・国際文化学部同窓会新入会員歓迎祝賀会 大津市　ロイヤルオークホテル
３月１８日 金 理工学部同窓会 校友会・理工学部同窓会新入会員歓迎祝賀会 大津市　大津プリンスホテル
３月１８日 金 社会学部同窓会 校友会・社会学部同窓会新入会員歓迎祝賀会 大津市　ロイヤルオークホテル
３月１９日 土 校友会　本部 校友会大学院生新入会員歓迎祝賀会 深　草　４号館地下ラウンジ
３月２６日 土 富山支部 特別講演会　講師 入澤 崇教授 富山市　富山市民プラザ

〈
同
期
同
窓
会
に
支
援
金
〉

文
短
・
経
済
・
法
・
理
工
・

社
会
学
部
同
窓
会
で
は
10

人
以
上
の
ゼ
ミ
や
ク
ラ
ス

会
の
同
窓
会
に
支
援
金
を

支
給
し
ま
す
。
詳
細
は
Ｈ

Ｐ
で
。
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京
都
の
呉
服
問
屋
の
町
と

し
て
知
ら
れ
る
西
陣
に
隣
接

す
る
「
旬
菜
・
咲
や
」
は
、

小
村
（
旧
姓
糠
野
）
永
未
子

さ
ん
が
女
将
を
つ
と
め
る
。

文
学
部
日
本
語
学
科
卒
で
、

糸
井
通
浩
ゼ
ミ
の
出
身
。
卒

業
後
、
㈶
京
都
日
本
語
教
育

セ
ン
タ
ー
に
日
本
語
の
先
生

　
明
治
の
新
時
代
に
入
っ
た

日
本
で
は
、
西
洋
の
学
校
制

度
が
導
入
さ
れ
、
学
校
教
育

の
中
に
音
楽
も
加
え
ら
れ
ま

し
た
。
で
は
学
校
で
は
ど
ん

な
歌
を
教
え
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
、
１
８
７
９
（
明
治

12
）
年
に
「
音
楽
取
調
掛か

か
り

」

を
置
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
音

楽
教
育
の
第
一
人
者
ル
ー
サ

ル
・
メ
ー
ソ
ン
を
招
聘
し
ま

す
。
来
日
し
た
メ
ー
ソ
ン
は

キ
リ
ス
ト
教
の
讃
美
歌
を
下

敷
き
に
し
て
、
小
学
唱
歌
を

選
定
制
作
し
ま
し
た
。

「
讃
仏
歌
」
の
誕
生

　
一
方
、
仏
教
側
で
も
「
讃

仏
歌
」
を
作
ろ
う
と
い
う
動

き
が
出
て
き
ま
す
。
た
と
え

ば
、
仏
教
大
学
（
現
龍
谷
大

学
）
の
学
生
た
ち
で
す
。
の

ち
に
高
名
な
学
者
に
な
る
梅

原
真し

ん
り
ゅ
う隆
や
高
雄
義ぎ

堅け
ん

の
学
生

グ
ル
ー
プ
で
す
。
彼
ら
が
力

を
合
わ
せ
て
歌
詩
を
作
り
、

曲
は
本
願
寺
が
ス
カ
ウ
ト
し

た
東
京
音
楽
校
出
身
の
野
村

成
仁
に
託
し
ま
す
。
こ
う
し

て
次
々
と
「
讃
仏
歌
」
が
誕

生
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
海
を
渡
っ
た
ハ
ワ

イ
で
は
、
日
本
人
移
民
た
ち

が
キ
リ
ス
ト
教
の
サ
ン
デ
ー

ス
ク
ー
ル
を
見
習
っ
て
、
お

寺
の
中
に
日
曜
学
校
を
作
り

ま
す
。
で
は
こ
の
日
曜
学
校

で
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
歌

を
う
た
っ
て
も
ら
う
か
―
―

こ
こ
で
登
場
す
る
の
が
、
龍

谷
大
学
の
学
歌
を
作
っ
た
作

曲
家
の
山
田
耕
筰
で
し
た
。

山
田
は
渡
米
の
途
中
、
病
気

に
な
っ
て
ハ
ワ
イ
で
療
養
生

活
を
送
り
ま
す
。
こ
れ
幸
い

と
ハ
ワ
イ
の
日
本
人
移
民
た

ち
は
山
田
に
「
讃
仏
歌
」
の

作
曲
を
依
頼
し
、
出
来
あ

が
っ
た
の
が
『
ら
い
さ
ん
』

と
い
う
作
曲
集
（
１
９
１
８

＝
大
正
７
年
）
で
し
た
。

　
こ
の
『
ら
い
さ
ん
』
が
、

日
本
に
逆
輸
入
さ
れ
ま
す
。

浄
土
真
宗
で
広
く
う
た
わ
れ

て
い
る
「
恩お

ん
ど
く
さ
ん

徳
讃
」
の
旧
譜

も
、
こ
の
『
ら
い
さ
ん
』
の

中
の
一
曲
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
大
人
で
も
唱
え

る
歌
を
と
い
う
声
が
高
ま
っ

て
い
き
、
多
く
の
優
秀
な
人

た
ち
が
作
詞
作
曲
に
加
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

官
製
の
「
仏
教
音
楽
協
会
」

　
１
９
２
８（
昭
和
３
）年
、

文
部
省
の
中
に
宗
教
局
が
設

置
さ
れ
「
仏
教
音
楽
協
会
」

が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
目
的

は
「
仏
教
音
楽
の
大
成
お
よ

び
普
及
を
図
る
」
で
す
。
こ

の
協
会
で
は
山
田
耕
筰
を
は

じ
め
、
小
松
耕
輔
、
藤
井
清

水
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
音

楽
家
が
、
ま
た
文
学
界
か
ら

は
北
原
白
秋
や
野
口
雨
情
、

幸
田
露
伴
、
学
界
教
育
界
か

ら
は
高
楠
順
次
郎
、
常
磐
大

定
な
ど
、
さ
ら
に
仏
教
各
宗

派
の
代
表
が
加
わ
る
と
い

う
、
す
ご
い
陣
容
で
し
た
。

　
こ
の
官
製
の
仏
教
音
楽
協

会
で
は
毎
年
、
新
作
の
仏
教

聖
歌
を
公
募
し
、
全
国
の
主

要
都
市
で
発
表
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
実
業
界
か
ら
は
多

額
の
寄
付
が
よ
せ
ら
れ
、
ふ

ん
だ
ん
に
お
金
を
使
う
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
一
流
の
作

詞
・
作
曲
家
が
こ
ぞ
っ
て
仏

教
聖
歌
を
制
作
し
、
ビ
ク

タ
ー
か
ら
レ
コ
ー
ド
と
し
て

発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
政
教

分
離
」
の
今
日
で
は
、
と
て

も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
仏
教
聖
歌
の
巨

大
な
潮
流
も
、
戦
争
で
あ
っ

け
な
く
消
え
さ
せ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

日
本
初
の
仏
教
オ
ペ
ラ
が

　
昨
年
９
月
カ
ト
リ
ッ
ク
築

地
教
会
と
聖
路
加
国
際
病
院

礼
拝
堂
、
そ
し
て
築
地
本
願

寺
の
３
者
に
よ
っ
て
「
平
和

を
願
う
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
催

さ
れ
、
各
会
場
で
オ
ル
ガ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
築
地

本
願
寺
に
は
仏
教
寺
院
と
し

れ
た
宗
教
に
は
、
す
ば
ら
し

い
音
楽
が
あ
る
の
で
す
。

　
戦
争
で
い
っ
た
ん
途
だ
え

た
日
本
の
仏
教
音
楽
の
世
界

が
今
、蘇
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

各
地
で
一
流
の
音
楽
家
に

よ
っ
て
、
仏
教
音
楽
の
世
界

が
構
築
さ
れ
、
欧
米
で
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

に
と
っ
て
再
び
楽
し
い
時
代

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

と
し
て
在
籍
。
そ
の
後
、
小

村
軍
次
さ
ん
と
知
り
合
っ
て

結
婚
し
、
08
年
７
月
に
二
人

で
こ
の
店
を
開
い
た
。

　
場
所
柄
、
西
陣
の
旦
那
衆

の
舌
を
満
足
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
軍
次
さ
ん
が
と

く
に
こ
だ
わ
る
の
が「
鮮
魚
」

で
あ
る
。
た
と
え
ば
大
分
産

の
関
サ
バ
で
あ
っ
た
り
、
天

然
の
寒
ブ
リ（
冬
場
）で
あ
っ

た
り
―
―
こ
う
し
た
旬
の
食

材
を
中
心
と
し
た
京
料
理

を
、
驚
く
ほ
ど
の
低
料
金
で

満
喫
で
き
る
の
が
、「
咲
や
」

の
最
大
の
魅
力
だ
ろ
う
。

　
人
気
が
集
中
す
る
の
が
、

「
大
将
の
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
」

（
一
人
３
５
０
０
円
）。
ち
な

み
に
２
月
の
コ
ー
ス
内
容
は

「
三
種
の
旬
菜
・
鱈
の
こ
と

旬
野
菜
た
き
合
わ
せ
・
鮮
魚

５
種
の
造
り
・
マ
ナ
ガ
ツ
オ

西
京
焼
・
桜
海
老
と
じ
ゃ
が

い
も
の
か
き
揚
げ
・
穴
子
の

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
・
と
り
貝
の

酢
み
そ
・
サ
バ
寿
司
・
デ
ザ
ー

ト
」（
季
節
に
よ
り
変
更
）　

ま
た
、
永
未
子
さ
ん
は
日
本

酒
ソ
ム
リ
エ
「
き
き
酒
師
」

で
、
そ
の
日
の
料
理
に
あ
っ

た
お
酒
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
的

確
だ
。
取
材
に
訪
れ
た
の
は

祝
日
だ
っ
た
が
、
11
の
カ
ウ

ン
タ
ー
席
と
８
席
の
座
敷
は

満
杯
だ
っ
た
。
必
ず
事
前
予

約
を
。

「
旬
菜
・
咲
や
」
京
都
市
上

京
区
智
恵
光
院
通
り
今
出
川

上
ル
・
今
出
川
ビ
ュ
ー
ハ
イ

ツ
１
階
。☎
０
７
５（
４
３
２
）

２
２
０
２
。
営
業
時
間
＝
昼

11
時
半
〜
14
時
半
。〈
売
切

終
了
〉
夜
17
時
〜
22
時
。

定
休
日
＝
月
曜
（
終
日
）、

火
曜
は
昼
の
み
。
要
予
約
。

地
下
鉄
烏
丸
線
今
出
川
駅
か

ら
徒
歩
20
分
。
市
バ
ス
今
出

川
大
宮
停
か
今
出
川
浄
福
寺

駅
よ
り
徒
歩
２
分
。

仏
教
に
学
ぶ

それは「仏教聖歌」
から始まった

仏教音楽研究家

飛鳥 寛栗

飛
鳥
寛
栗（
あ
す
か
・
か
ん
り
つ
）
＝
15
（
大
正

４
）年
生
ま
れ
。
39（
昭
和
14
）年
に
龍
谷
大
学（
旧

制
）文
学
部
仏
教
学
科
卒
業
。
近
代
日
本
の
仏

教
音
楽
を
学
問
的
に
体
系
化
。
現
在
、
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
と
財
団

法
人
国
際
仏
教
文
化
協
会
顧
問
。
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
善
興
寺
・
前
住
職
。
主
な
著
書
に
『
仏

教
音
楽
辞
典
』『
そ
れ
は
仏
教
唱
歌
か
ら
始
ま
っ

た
』『
仏
教
音
楽
へ
の
招
待
』『
日
本
仏
教
洋
楽

資
料
年
表
』。
富
山
県
高
岡
市
在
住
。京

料
理
を
満
喫

こ
だ
わ
り
は
旬
の
鮮
魚
を

大
将
の
お
ま
か
せ
コ
ー
ス

　「
学
生
時
代
に
大
宮
キ
ャ

ン
パ
ス
に
行
っ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
」
と
い
う
卒
業
生
の

言
葉
を
時
折
聞
く
。「
関
心

な
か
っ
た
も
ん
」
と
の
答
え

も
。
何
と
も
残
念
な
思
い
が

す
る
。
こ
れ
は
最
近
、
重
視

さ
れ
て
い
る
「
自
校
教
育
」

に
関
わ
る
問
題
な
の
だ
が
―
。

　
そ
ん
な
思
い
の
中
、大
宮
・

本
館
（
重
文
）
に
ま
つ
わ
る

話
題
が
会
報
に
登
場
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
企
画
「
龍
谷
大
学

歴
史
再
発
見
」
の
第
一
弾
を

飾
る
。
校
友
会
事
務
局
の
増

田
省
三
さ
ん
が
担
当
す
る
。

「
図
書
館
通
い
の
司
馬
遼
太

郎
」「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
と
の

序
列
」「
土
の
う
運
び
と
龍

大
生
気
質
」
な
ど
。
多
彩
な

内
容
で
隠
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
知
ら
れ
ざ
る
秘
め
ら
れ

た
部
分
を
繙
く
。

　
テ
ー
マ
は
小
さ
な
話
だ
が

そ
の
ひ
と
コ
マ
、
ひ
と
コ
マ

を
紡
ぎ
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に

「
伝
統
の
遺
産
」が
滲
み
出
る
。

ま
さ
に
永
い
歴
史
と
伝
統
に

支
え
ら
れ
た
龍
大
な
ら
ば
こ

そ
が
生
み
出
せ
る
特
色
だ
。

大
宮
図
書
館
を
中
心
に
、
大

谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
貴
重

で
重
厚
な
財
産
が
潤
沢
に
あ

る
。
こ
れ
ら
を
自
校
教
育
に

い
か
に
生
か
す
か
に
よ
っ
て

自
校
愛
が
芽
ば
え
、
そ
れ
が

誇
り
と
な
り
母
校
へ
の
帰
属

意
識
を
高
め
る
こ
と
に
も
な

る
。
当
然
、
校
友
会
の
発
展

へ
と
繋
が
る
と
、
勝
手
に
思

う
。「
再
発
見
の
欄
」
ご
一

読
の
ほ
ど
。
　
　
　
　 (

Ｓ)
て
は
珍
し
い
、
巨
大
な
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
世
界
の
主
要
な
ホ

テ
ル
や
病
院
に『
仏
教
聖
典
』

を
寄
贈
す
る
こ
と
で
知
ら
れ

る(

財)

仏
教
伝
道
協
会
の
沼

田
恵
範
さ
ん
が
、
１
９
７
０

（
昭
45
）
年
に
仏
教
音
楽
の

普
及
の
た
め
に
寄
贈
し
て
下

さ
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
戦
後
、
全
国
の
お
寺

で
は
、
続
々
と
仏
教
聖
歌
を

う
た
う
合
唱
団
が
組
織
さ

れ
、
現
在
、
西
本
願
寺
で
は

春
・
秋
の
法
要
に
「
御
堂
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
、
全

国
の
お
寺
の
合
唱
グ
ル
ー
プ

が
参
加
し
ま
す
。

　
ま
た
今
年
に
は
親
鸞
聖
人

の
７
５
０
回
大
遠
忌
を
記
念

し
て
、
東
京
で
「
オ
ペ
ラ
親

鸞
」
の
公
演
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
僧
侶
で
音

楽
家
の
大
谷
千せ

ん
し
ょ
う正
さ
ん
と
、

オ
ペ
ラ
歌
手
の
花
月
真
さ
ん

（
関
西
二
期
会
・
85
年
営
卒
）

が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
る

日
本
初
の
本
格
的
な
仏
教
オ

ペ
ラ
で
す
。

　
浄
土
教
経
典
の
『
仏
説
観

無
量
寿
経
』
に
は
、
お
浄
土

の
様
子
が
く
わ
し
く
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば「
わ

き
出
た
水
の
音
が
何
と
も
言

え
な
い
き
れ
い
な
音
楽
と

な
っ
て
、
仏
さ
ま
の
教
え
を

説
き
、
仏
さ
ま
を
ほ
め
た
た

え
る
声
と
な
る
」
と
。
す
ぐ

編
集
後
記

桜井町
智
恵
光
院
通

西陣
中央小学校

今出川通

千本丸太町
元北小路町

堀川今出川

二条城

おまかせコースの一品

全
国
の
お
寺
の
合
唱
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
本
願
寺
で
の
御
堂
コ
ン
サ
ー
ト

カ
ウ
ン
タ
ー
席

小村さん夫妻

住所変更をFAXで
075-645-2017

住所や勤務先変更・改姓などをFAXで
お知らせ下さい。卒業生約15万人の
うち約3万人の住所が不明です。
ご友人で校友会との連絡が途絶えて
いる方もお知らせ下さい。
校友会事務局　TEL 075 - 645 - 2015
校友会Ｅメールアドレス変更

（新）koyu＠ad.ryukoku.ac.jp




